
て
い
る
が
、
な
か
で
も
特
徴
的
な
の
は
、
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
意
見
書
の
自

さ
て
、
本
巻
に
収
載
す
る
文
書
類
は
、
単
独
あ
る
い
は
群
の
形
で
収
集
さ
れ

る。
な
お
、
当
館
収
蔵
の
勝
海
舟
関
係
資
料
に
は
、
「
海
舟
日
記
」

録」
本
史
料
集
は
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
が
平
成
十
一
年
ま
で
に
収
集
し
た

勝
海
舟
関
係
資
料
の
う
ち
、
書
簡
・
意
見
書
等
の
文
書
類
を
収
載
し
た
も
の
で

当
館
が
所
蔵
す
る
勝
海
舟
関
係
文
書
は
、
平
成
元
・
六
年
度
の
二
回
に
わ
た

り
、
収
集
家
よ
り
購
入
し
た
文
書
類
を
核
に
、
古
書
店
か
ら
の
購
入
や
都
民
か

こ
の
大
部
分
が
、
平
成
十
一
年
四
月
二
十
日
＼
同
年
六
月
六
日
開
催
の
企
画

展
「
没
後
一

0
0年

勝
海
舟
」
展
で
公
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
企
画
展
の
開
催

フ
ィ
ル
ム
の
内
容
は
、
後
掲
「
勝
海
舟
関
係
資
料

一
覧
表
を
参
照
）
。

筆
草
稿
群
で
あ
る
。

全
二
五
冊
お

よ
び
著
作
・
雑
記
類
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
刊
の
予
定
で
あ

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
目

が
実
施
さ
れ
、
平
成
十
一
年
十
月
か
ら
閲
覧
公
開
さ
れ
て
い
る
（
マ
イ
ク
ロ

と
併
行
し
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
と
基
本
的
な
調
査

ら
の
寄
贈
•
寄
託
品
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
。 解

説

落

合

則

子

各
巻
ご
と
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
【
別
表
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
装
丁

さ
れ
た
文
書
の
大
半
は
、
装
丁
時
に
載
切
等
の
手
が
入
れ
ら
れ
、
原
型
と
異

状
に
い
た
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

継
紙
が
分
離
し
た
状
態
で
写
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
巻
子
が
、
昭
和

初
期
頃
に
表
紙
と
軸
・
紐
・
題
箋
の
み
往
時
の
も
の
を
残
し
て
修
補
さ
れ
、
現

れ
る
写
真
（
本
書
所
収
16

「
御
沙
汰
書
」
を
撮
影
し
た
も
の
）
が
、
巻
子
の

る
。
な
お
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
残
さ
れ
て
い
る
大
正
末
年
撮
影
と
思
わ

海
舟
が
、
生
涯
を
つ
う
じ
て
多
数
の
意
見
書
を
江
戸
幕
府
あ
る
い
は
明
治
政

府
に
提
出
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
、
そ
の
草
稿
類
や
写
本
も
い
く
つ
か
散
在

し
て
認
め
ら
れ
る
。

辰
期
、
江
戸
開
城
の
前
後
に
海
舟
が
作
成
し
た
主
要
な
意
見
書
の
草
稿
が
数
点

入
っ
て
い
る
。
こ
の
文
書
群
か
ら
は
、
海
舟
の
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
自
ら
の

彼
自
身
の
手
に
よ
っ
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ

一
点
か
ら
数
点
が
ま
と
め
て
巻
子
装
さ
れ
た
形
で
、
二
つ

の
桐
箱
（
う
ち
―
つ
は
二
段
に
な
っ
て
い
る
）

に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

い
つ
誰
に
よ
っ
て
装
丁
さ
れ
た
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
題
箋
の
記
載
や
表
具

の
劣
化
状
態
等
か
ら
み
て
、
海
舟
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
海
舟
の

没
後
あ
ま
り
間
を
置
か
な
い
時
期
に
装
丁
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ

J

の
文
書
群
は
、

る。 事
績
に
対
す
る
自
負
が
感
じ
取
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
記
念
碑
的
な
資
料
と
し
て

当
館
所
蔵
の
文
書
群
は
、
そ
の
大
半
が
自
筆
草
稿
類
で
あ
り
、
な
か
で
も
戊
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で
き
る
。

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
現
時
点
で
と
り
う
る
書
誌
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
後

掲
各
文
書
の
解
説
で
ふ
れ
た
。

あ
る
が
、
主
要
な
自
筆
草
稿
が
、
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た
形
で
確
認
さ
れ
た
こ

ぬ
意
義
を
も
つ
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
勝
海
舟
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
三
種
類
の
「
全
集
」

戦
前
に
お
い
て
は
昭
和
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
改
造
社
版

ど
を
へ
て
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
五
十
七
年
に
勁
草
書
房
か
ら
『
勝
海
舟
全
集
」

四
十
七
年
か
ら
五
十
八
年
に
講
談
社
か
ら
「
勝
海
舟
全
集
j

全
―
―
三
巻
（
別
巻

こ
れ
ら
三
つ
の
「
全
集
」
は
、
「
海
軍
歴
史
」
「
吹
塵
録
」
を
は
じ
め
と
す
る

海
舟
の
編
纂
•
著
作
物
を
中
心
に
、
建
言
書
や
書
簡
、
詩
文
・
随
筆
の
類
が
収

載
さ
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
海
舟
の
遺
文
の
完
全
網
羅
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、

い
ま
だ
決
定
版
と
い
え
る
も
の
は
な
い
。
三
者
の
中
で
は
、
講
談
社
版
が
長
い

年
数
を
費
や
し
て
、
自
筆
原
本
の
よ
う
な
確
実
な
底
本
を
で
き
る
だ
け
博
捜
し

て
翻
刻
す
る
努
力
を
し
て
お
り
、
こ
れ
が
現
段
階
で
の
到
達
点
と
い
う
こ
と
は

一
巻
あ
り
江
藤
淳
・
松
浦
玲
ほ
か
編
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

全
二

0
巻
（
別
巻
1
.
2
巻
あ
り
勝
部
真
長
・
大
口
勇
次
郎
ほ
か
編
）
、
昭
和

「
海
舟
全
集
j

全
―

0
巻
（
徳
富
蘇
峰
ほ
か
編
）
が
あ
り
、
そ
の
後
四

0
年
ほ

が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

と
は
、
海
舟
研
究
お
よ
び
近
代
史
に
お
け
る
史
料
研
究
に
と
っ
て
、
少
な
か
ら

二
つ
の
桐
箱
文
書
が
、
ど
の
よ
う
な
伝
来
を
た
ど
っ
た
か
の
詳
細
は
不
明
で

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
い
わ
ば
二
次
的
資
料
を
底
本
と
し
て
「
全
集
」
に
収
載

こ
れ
ま
で
の
「
全
集
」
は
、
こ
の
問
題
を
整
理
・
解
決
で
き
な
い
ま
ま
刊
行

に
至
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。
と
く
に
講
談
社
版
は
、
編
纂
の
過
程
で
こ

の
問
題
に
気
づ
い
た
が
、
問
題
の
膨
大
さ
や
出
版
事
情
等
の
た
め
、
十
分
に
整

し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

要
な
意
見
書
類
が
多
く
収
め
ら
れ
て
お
り
、
自
筆
原
本
が
確
認
さ
れ
な
い
も
の

「
解
難
録
」
な
ど
の
よ
う
な
、
自
ら
の
事
跡
を
ま
と
め
た
著
作
物
の
中
に
、
主

ま
た
、
明
治
期
に
入
り
、
海
舟
が
関
係
し
て
作
ら
れ
た
編
纂
物
、
あ
る
い
は

り
、
こ
れ
ら
の
整
理
・
校
合
が
膨
大
か
つ
煩
雑
な
作
業
と
な
る
。

あ
る
い
は
他
人
の
手
に
よ
る
稿
本
・
異
本
の
類
が
お
び
た
だ
し
い
こ
と
で
あ

れ
て
い
る
が
、
勝
海
舟
の
場
合
、
非
常
に
多
く
の
文
章
を
残
し
て
い
る
た
め
に
、

完
全
網
羅
は
現
在
で
も
困
難
を
き
わ
め
る
。

ち
い
て
何
種
類
も
の
「
作
品
」
（
と
く
に
詩
文
に
つ
い
て
顕
著
に
み
ら
れ
る
の

で
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
表
現
を
使
う
）
を
残
し
て
い
る
こ
と
や
、
海
舟
自
身

さ
ら
に
、
情
況
を
難
し
く
し
て
い
る
の
は
、
海
舟
が
同
じ
題
材
・
素
材
を
も

政
治
家
の
著
作
・
書
簡
類
を
集
め
た
「
全
集
」
も
の
は
こ
れ
ま
で
に
各
種
出
さ

当
館
所
蔵
の
海
舟
関
係
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
れ
と
同
内
容
の
資
料
が
各

り
、
本
史
料
集
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
全
集
」
を
補
完
す
る
役
割
を
果
た
す
も
の

と
こ
ろ
で
、
『
象
山
全
集
』
や
『
大
西
郷
全
集
』
等
、
幕
末
維
新
の
思
想
家
・

と
い
え
よ
う
。

全
集
の
い
ず
れ
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

一
部
未
採
録
の
も
の
が
あ
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な
お
、
当
館
所
蔵
の
勝
海
舟
関
係
資
料
に
は
、
文
書
•
著
作
類
の
ほ
か
に
、

さ
れ
た
も
の
か
を
、
史
料
批
判
す
る
必
要
が
あ
る
。
近
代
文
書
に
お
け
る
史
料

本
史
料
集
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
ふ
ま
え
、
な
る
べ
く
原
文
書
の
原
型
を

所
や
訂
正
前
の
文
言
を
、
判
読
可
能
な
限
り
復
原
し
た
。
そ
の
上
で
、
当
館
所

蔵
文
書
と
、
三
つ
の
「
全
集
」
に
収
め
ら
れ
た
文
書
と
の
間
で
、
文
言
を
比
較

照
合
し
、
異
同
箇
所
を
注
記
を
し
た
。
さ
ら
に
、
館
外
に
現
存
す
る
写
本
・
異

本
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
校
合
し
た
。
文
言
の
異
同
の
中
に
は
、
「
全
集
」

含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
異
同
に
も
注
記
を
ほ
ど
こ
し
た
。
た
だ
し
、

講
談
社
版
全
集
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
本
史
料
集
に
お

け
る
整
理
に
よ
っ
て
、
勝
海
舟
文
書
に
は
同
種
の
文
書
が
複
数
存
在
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
成
立
過
程
に
お
い
て
異
な
る
段
階
や
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
ら

た
め
て
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
を
史
料
と
し
て
使
用
す
る
に
は
、

が
二
次
的
資
料
に
拠
っ
て
い
な
い
か
、

材
を
提
示
す
る
、

ひ
と
つ
の
好
例
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ

い
つ
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
て
作
成

学
的
分
析
の
必
要
性
を
考
え
る
に
つ
い
て
、
勝
海
舟
文
書
は
そ
の
問
題
点
と
素

の
読
み
方
の
違
い
に
よ
る
異
同
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
除
外
し
た
。

各
全
集
と
も
、
多
く
が
書
き
下
し
を
し
た
形
で
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
さ
い

の
出
版
過
程
に
お
け
る
単
純
な
誤
植
・
誤
読
の
類
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
多
分
に

活
か
し
た
形
で
釈
文
を
編
集
し
、
海
舟
自
身
が
推
敲
段
階
で
削
除
訂
正
し
た
箇

が
え
る
。

理
で
き
な
い
な
い
ま
ま
世
に
送
り
出
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
苦
悩
の
跡
が
う
か

東
京
博
物
館

平
成
十
一
年
刊
）
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

た
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
「
没
後
一

0
0年

書
跡
お
よ
び
遺
品
類
が
あ
る
が
、
本
史
料
集
お
よ
び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
収
載
外
の
館
蔵
資
料
お
よ
び
館
蔵
外
資
料
を
含
め

勝
海
舟
展
」
展
示
図
録
（
江
戸
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［別表］

箱入り巻子装文書一覧

第 1箱

巻子 巻 子 題 箋 N(l 資料番号 資 料 名 年 代

西郷南州及大山格之助両先生書翰 12 89205150 勝海舟宛西郷隆盛書簡 （元治元年） 9月11日

1 20 89205151 勝海舟宛西郷隆盛書簡 （慶応4年） 3月 14日

28 89205152 勝海舟宛大山綱良書簡 （明治 5年 5月） 26日

2 島津薩州公書翰 2 89205153 勝海舟宛島津斉彬書簡 （安政5年） 4月12日

3 
海舟伯ヨリ越前老公ヘノ奉答文 海舟伯神戸海軍局碑文稿 14 89205155 松平春嶽宛勝海舟書簡草稿 （慶応元年） 1 0月5日

不載 89205156 神戸海軍操練所碑文稿 （元治元年） 1 0月8日以前

4 
官軍問罪ノ挙二関シ代訴文草案 戊辰当時人心離散二関シ 18 89205158 勝海舟歎願書草稿（京都新政府軍の江戸攻撃に対する代訴文） （慶応4年正月 18日）

下民生活上二付大総督府へ建言草案 23 89205159 勝海舟意見書草稿（「人心離散之御答」） （慶応4年）閏4月28日

5 
戊辰頃二於ル時世二関スル訴願ノ草案 大臣遭変二関スル 19 89205161 勝海舟意見書草稿（尽都新政府へ関東の実情につき訴文） （慶応4年 2月15日）

意見書草案写 35 89205162 勝海舟意見書写（条約改正につき） （明治 22年） 1 0月 20日

6 八田知紀書翰 24 89205163 勝海舟宛八田知紀書簡 （慶応4年） 7月 13日

第2箱

1 
江戸御警衛向二関スル意見書 4 89205165 勝海舟意見書写（「江戸御警衛」） （文久3年 8月）

5 89205166 勝海舟意見書草稿（「御府内四方堡塞大略」） （文久3年8月）

2 
海舟伯近時私議草案 40 89205168 勝海舟意見書草稿（「近時私議第一」） 明治28年 11月21日

39 89205169 勝海舟意見書草稿写（「五月之私議草稿拍」） 明治28年 5月

3 
海舟伯洗足軒ノ記及歌 不載 89205171 「洗足軒の記井歌」 明治24年仲春

不載 89205172 同

朝鮮処置愚説草稿外壱点 38 89205174 勝海舟意見書草稿（「朝鮮所置愚説」） 明治2・8年 5月21日
4 
（内題箋）柳原前光公ヨリ朝鮮二関スル海舟先生著書借用ヲ求ムル書簡 26 89205175 勝海舟宛柳原前光書簡 （明治 2年） 1 0月7日

5 
徳川家々政二付愚存草案 37 89205177 勝海舟意見書写（「徳川家々政二付愚存」） 明治27年 7月

33 89205178 勝海舟意見書写（徳川家手許金につき） （明治 10年以前）

6 伊勢両宮御警衛向二付書付 1 89205179 勝海舟意見書写（「伊勢両宮御警衛向二付申上候書付」） 安政2年4月
台湾二関スル意見書草案外三点 30 89205181 勝海舟意見書草稿（台湾出兵につき） （明治7年 5月頃）

（内題箋）台湾蕃地戦端開始ノ節ハ軍事方略専任内達書 31 89205182 内達（台湾出兵につき） 明治7年8月2日
7 
（内題箋）台湾蕃地処分上支那二関スル内達説明書 32 89205183 内達演説書（台湾出兵につき） （明治7年 8月2日）
（内題箋）台湾偵察二付三条実美公ヨリ海舟先生宛書簡 29 89205184 勝海舟宛三条実美書簡 （明治 5年） 11月朔日

海舟伯征長二関スル意見草案外ニー点 11 89205186 勝海舟意見書草稿（第一次長州征討につき） （元治元年8月以降）
8 
（内題箋）海舟伯芸州表へ御用向ノ為罷越タル心得伺書草案 15 89205187 勝海舟伺書草稿（「芸州表江為御用向罷越候心得伺」） （慶応2年） 8月17日

海舟伯家茂将軍上洛二付建白書草案外四点 6 89205189 松平春嶽宛勝海舟書簡草稿 （文久3年） 9月 10日

（内題箋）一、海舟伯家茂将軍再上洛二付松平春獄公二呈スル書草案 8 89205190 勝海舟意見書草稿（徳川家茂再上洛につき） （文久3年） 1 1月 (12日頃）， （内題箋）一、海舟伯時局二関シ付松平春嶽公二奉ルノ書草案 9 89205191 松平春嶽宛勝海舟書簡草稿 （元治元年2月6日）

（内題箋）一、松平春嶽公ヨリ将軍上洛二付海舟伯宛書状 7 89205192 勝海舟宛松平春嶽書簡 （文久3年） 1 1月 10日
（内題箋）一、大坂町奉行松平大隅守ヨリ海舟伯宛書翰 3 89205193 勝海舟宛松平信敏書簡 （文久3年） 7月8日
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和宮様へ事変二付御警衛及御立退二関シ心得方勅旨御沙汰書外壱点 17 89205195 御沙汰書副状 （慶応4年正月受領）
10 
（内題箋）和宮様御帰洛二関シ総督宮ヨリ御通知書 16 89205196 御沙汰書（和宮警衛と帰洛の便宜につき） （慶応4年正月受領）

11 
佐久間象山先生復仇二関シ新撰組土方歳三ヨリ悔舟伯二宛タル書翰外一点 13 89205198 勝海舟宛土方歳三書簡 （元治元年） 9月 16日

（内題箋）佐久問象山先生不慮ノ次第報告書 10 89205199 佐久間象山遭難報告書 （元治元年） 7月 16日

総督宮ヨリ江戸鎮撫二関スル御委任書外壱点 21 89205201 東征大総督府委任書（江戸鎮撫につき） （慶応4年）閏 4月2日
12 
（内題箋）徳川家処分二付海舟伯ヨリ大総督宮有栖川宮二奉ルノ書草案 22 89205202 勝海舟歎願書写（徳川慶喜江戸帰住につき） 慶応4年閏4月 (4日）

海舟伯二関スル（サンフランシスコクロニカール）新聞記事 不載 89207047 サンフランシスコクロニクル新聞記事訳文 明治27年 12月28日訳
13 
大杉某訳文 不載 89207048 サンフランシスコクロニクル新聞記事切り抜き 1 8 9 4年（明治27) 9月24日



竹
川
竹
斎
は
、
伊
勢
国
射
和
村
を
本
拠
に
大
坂
・
江
戸
に
店
を
も
つ
幕
府
の

が
書
か
れ
た
。

る。 る
。
提
出
先
は
幕
府
あ
る
い
は
竹
斎
に
あ
て
て
書
か
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
正
月
十
八
日
、
海
舟
は
異
国
応
接
掛
手
附
蘭
書
翻

書
か
れ
て
い
る
。

現
状
は
巻
子
装
。
勝
海
舟
の
自
筆
写
本
。
二
つ
折
り
の
料
紙
（
四
枚
か
）
に

法
量

勝
海
舟
意
見
書
写
（
「
伊
勢
両
宮
御
警
衛
向
二
付
申
上
候
書
付
」
）

資
料
解
説

9

ー、l

資
料
番
号

8
9
2
0
5
1
7
9
 

安
政
二
年
四
月

（
本
紙
）
縦
二
四
．

ocrn
X
横
八
九
・
八

cm

訳
御
用
を
命
じ
ら
れ
、

．正
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
幕
府
の
目
付
海
防
掛
大
久

保
一
翁
に
随
伴
し
て
、
伊
勢
湾
か
ら
摂
津
湾
に
か
け
て
巡
覧
し
た
。
こ
の
間
、

伊
勢
で
竹
川
竹
斎
と
会
い
、
竹
斎
の
伊
勢
湾
警
衛
に
関
す
る
論
文
を
贈
ら
れ

た
。
本
文
書
は
こ
れ
を
参
考
に
、
海
舟
が
江
戸
帰
府
後
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ

伊
勢
神
宮
の
防
衛
論
は
黒
船
来
航
を
契
機
に
高
揚
し
、
井
坂
徳
辰
「
神
境
防

夷
」
（
嘉
永
六
年
）
や
竹
川
竹
斎
「
神
国
攘
夷
神
乃
八
重
垣
」
（
安
政
二
年
）
等

付
小
銃
五

0
0挺
の
早
期
引
き
渡
し
に
、
便
宜
を
図
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼

2
 来

年
五
月
に
は
海
軍
伝
習
所
に
薩
摩
藩
か
ら
伝
習
生
を
派
遣
す
る
予
定
で
あ

在
鹿
児
島
の
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
か
ら
、
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
勝
海
舟
に
あ

現
状
は
巻
子
装
。

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六
・
ニ

Cmx
横
―
二
七
・
八

cm

資
料
番
号

本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

（
一
八
八
二
）
十
一
月
没
、
六
十
歳
。

出
府
、
諮
問
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
と
面
会
し
た
。
明
治
十
五
年

た
。
嘉
永
六
年
、
江
戸
湾
防
衛
を
論
じ
た
「
海
防
護
国
論
」
を
書
い
て
海
舟
に

製
茶
業
の
振
典
や
射
和
万
古
陶
器
を
創
製
、
「
射
和
文
庫
」
を
設
け
て
教
育
に
も

尽
力
し
た
。
慶
応
二
年
(
-
八
六
六
）
、
勘
定
奉
行
小
栗
上
野
介
忠
順
の
招
き
で

勝
海
舟
宛
島
津
斉
彬
書
簡

て
た
も
の
。

（
安
政
五
年
）
四
月
十
二
日

8
9
2
0
5
1
5
3
 

る
こ
と
を
告
げ
、
長
崎
奉
行
所
で
留
め
置
か
れ
て
い
る
薩
摩
藩
発
注
の
輸
入
剣

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
京
都
の
政
情
と
時
局
を
憂
い
、
武
備
充
実
の
急
務
や
攘

贈
り
、
こ
れ
が
幕
府
内
で
高
い
評
価
を
受
け
た
。
ま
た
、
地
域
の
殖
産
の
た
め

為
替
御
用
商
人
で
、
海
舟
と
は
弟
の
竹
口
信
義
と
と
も
に
深
い
親
交
が
あ
っ
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〈
改
造
社
10(
「
亡
友
帖
」
影
印
本
）
勁
草
別
巻
l

講
談
社
22(
「
亡
友
帖
」
）
〉

友
帖
」
（
明
治
十
一
年
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

本
資
料
は
、
海
舟
が
ゆ
か
り
の
人
物
の
書
翰
な
ど
を
影
印
し
て
収
め
た
「
亡

な
お
、
斉
彬
は
こ
の
年
七
月
十
六
日
、
鹿
児
島
で
急
死
し
た
。

集
22
所
収
）
。

は
咸
臨
丸
に
乗
り
、
鹿
児
島
ま
で
船
旅
を
し
た
。

長
候
補
の
一
人
と
し
て
伝
習
に
派
遣
さ
れ
た
。
幕
府
が
オ
ラ
ン
ダ
に
発
注
し
た

咸
臨
丸
は
、
同
四
年
(
-
八
五
七
）

八
月
、
第
二
期
伝
習
所
教
師
団
を
乗
せ
て

長
崎
に
廻
航
さ
れ
た
。
咸
臨
丸
は
実
地
航
海
の
練
習
船
と
し
て
使
用
さ
れ
、
同

五
年
三
月
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
教
師
団
長
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
の
同
乗
で
、
平
戸
・

下
関
・
鹿
児
島
を
経
て
長
崎
に
戻
る
九
州
一
周
の
航
海
を
お
こ
な
っ
た
。
途
中

三
月
十
五
日
、
咸
臨
丸
は
錦
江
湾
口
の
山
川
港
に
入
り
、
そ
こ
で
一
行
の
来
航

を
待
っ
て
い
た
島
津
斉
彬
と
会
っ
た
。
つ
い
で
、
五
月
十
三
日
木
村
喜
毅
を
加

え
た
咸
臨
丸
一
行
は
再
び
山
川
港
に
入
り
、
斉
彬
と
再
会
し
た
。
こ
の
時
斉
彬

海
舟
は
、
こ
の
書
状
を
二
回
の
鹿
児
島
航
海
の
間
に
長
崎
で
受
け
取
り
、

四

月
十
八
日
に
返
事
を
出
し
て
い
る
（
勁
草
書
房
版
全
集
別
巻
1
・
講
談
社
版
全

長
崎
海
軍
伝
習
所
は
、
安
政
二
年
(
-
八
五
五
）
十
月
に
開
設
、
海
舟
は
艦

海
軍
伝
習
所
を
総
監
し
て
い
た
木
村
喜
毅
、
「
伊
沢
氏
」
は
幕
府
伝
習
生
伊
沢
謹

吾
を
さ
す
。

文
中
、
「
備
中
」
は
老
中
堀
田
正
睦
、
「
図
書
殿
」
は
長
崎
在
勤
目
付
で
長
崎

夷
の
非
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

め
て
、
坂
本
龍
馬
を
越
前
に
遣
わ
し
て
い
る
。

勢
之
儀
申
上
候
」
と
、
龍
馬
が
信
敏
に
話
し
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

い
こ
と
、
鉄
製
砲
車
台
の
回
送
要
求
等
の
事
項
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

勝
海
舟
宛
松
平
信
敏
書
簡

現
状
は
巻
子
装
。

（
文
久
三
年
）
七
月
八
日

8
9
2
0
5
1
9
3
 

も
歎
息
の
至
り
で
あ
る
と
述
べ
、
徳
川
家
の
行
末
を
憂
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、

坂
本
龍
馬
が
信
敏
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
、
佐
藤
与
之
助
と
龍
馬
か
ら
五

0
0両

（
神
戸
海
軍
操
練
所
の
建
設
資
金
か
）
を
預
か
っ
た
こ
と
、
軍
艦
が
大
坂
に
廻

航
さ
れ
た
時
に
は
自
分
の
家
来
を
乗
り
込
ま
せ
、
海
舟
の
属
下
に
置
い
て
ほ
し

3
 「

海
舟
日
記
」
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
七
月
七
日
条
に
、
大
坂
の
塾
中
か

ら
の
来
状
と
し
て
「
龍
馬
京
都
よ
り
帰
坂
仕
候
て
同
道
仕
、
大
隅
守
様
江
罷
出
時

こ
の
年
四
月
二
十
三
日
、
海
舟
は
将
軍
家
茂
か
ら
直
接
神
戸
海
軍
操
練
所
の

設
立
許
可
を
得
て
、
準
備
を
進
め
て
い
た
。
五
月
に
は
建
設
資
金
の
援
助
を
求

松
平
信
敏
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
文
久
三
年
五
月
よ
り
大
坂
町
奉
行
の
職
に

あ
り
、
摂
海
警
衛
の
た
め
、
勘
定
奉
行
津
田
正
路
と
軍
艦
奉
行
並
の
海
舟
と
と

も
に
、
神
戸
海
軍
操
練
所
と
付
属
の
製
艦
所
の
設
立
調
査
を
命
じ
ら
れ
、
操
練

幕
府
有
司
の
因
循
な
態
度
を
批
判
し
た
海
舟
か
ら
の
書
状
を
受
け
て
、
自
分

大
坂
町
奉
行
松
平
大
隅
守
信
敏
か
ら
勝
海
舟
に
あ
て
た
書
簡
゜

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六
・
六

Cm
x
横
一
六
六
・
六

cm

資
料
番
号
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る。 表
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
虫
損
が
は
げ
し
く
、
装
丁
時
に
修
補
が
な
さ
れ
て
い

書
か
れ
て
い
る
。

4
 現

状
は
巻
子
装
。
勝
海
舟
の
自
筆
写
本
。
二
つ
折
り
の
料
紙
（
九
枚
か
）

資
料
番
号

所
の
設
立
に
協
力
し
た
。
慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
正
月
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
に

敗
れ
た
徳
川
慶
喜
と
と
も
に
江
戸
へ
帰
り
、
勘
定
奉
行
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
ニ

月
に
そ
の
職
を
解
か
れ
た
。

な
お
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
四
年
(
-
九
二
五
）
維
新
史
料
編
纂

会
に
よ
っ
て
謄
写
さ
れ
た
も
の
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い

勝
海
舟
意
見
書
写
（
「
江
戸
御
警
衛
」
）

る
（
「
維
新
史
料
引
継
本
」
）
。

8
9
2
0
5
1
6
5
 

〈
勁
草
別
巻
2

（
松
平
春
嶽
書
状
と
す
る

に

（
文
久
三
年
八
月
）

法
量
（
本
紙
）
縦
二
四

•
-
C
r
n
X
横
二
四
五
・
九

e
m

一
枚
め
の
表
紙
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
は
、
「
江
戸
御
警
衛
」
の

表
題
に
あ
る
と
お
り
、
外
国
と
戦
闘
を
交
え
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
、
江

戸
湾
岸
で
の
防
備
体
勢
な
ど
具
体
的
な
策
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
「
文

久
二
年
十
一
月
鎖
港
の
議
起
り
…
」
と
後
年
と
思
わ
れ
る
自
筆
の
注
記
が
あ
る

が
、
横
浜
鎖
港
問
題
が
政
治
上
の
焦
点
に
な
る
の
は
文
久
三
年
の
こ
と
で
あ

講
談
社
別
巻
〉

府
す
る
と
、
幕
府
内
は
攘
夷
の
実
行
と
江
戸
湾
の
警
衛
を
め
ぐ
り
紛
糾
し
た
。

払
う
こ
と
で
決
着
し
、
戦
争
は
回
避
さ
れ
た
。

れ
た
。
こ
の
問
題
は
、
老
中
格
小
笠
原
長
行
の
判
断
で
、
幕
府
が
賠
償
金
を
支

の
賠
償
問
題
を
め
ぐ
っ
て
英
艦
が
品
川
沖
に
せ
ま
り
、

一
時
は
開
戦
か
と
思
わ

と
す
る
幕
府
の
軍
艦
操
練
所
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
台
場
の
充
実
な
ど
具
体
的

文
中
に
み
え
る
「
治
右
衛
門
」
は
、
摂
津
の
廻
船
問
屋
で
、
文
久
三
年
二
月

海
舟
が
摂
津
湾
の
砲
台
築
造
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
に
工
事
を
請
け
負
っ
た
加
納
治

物
も
あ
り
、
「
氷
川
清
話
」
で
海
舟
は
、
治
右
衛
門
を
灘
の
酒
屋
で
治
五
郎
（
講

道
館
柔
道
の
祖
）

の
父
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
治
五
郎
は
治
郎
作

の
息
で
あ
り
、
海
舟
が
両
者
を
混
同
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
湾
の
防
衛
は
、
文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
か
ら
小
野
友
五
郎
を
は
じ
め

な
構
想
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
途
上
に
あ
っ
た
文
久
三
年
春
、
生
麦
事
件

こ
の
時
将
軍
家
茂
は
上
洛
中
で
、
軍
艦
奉
行
並
の
海
舟
も
随
行
、

は
将
軍
か
ら
神
戸
海
軍
操
練
所
設
立
の
許
可
を
得
て
い
る
。
六
月
に
家
茂
が
帰

海
舟
は
、
幕
府
海
軍
構
想
に
つ
い
て
江
戸
の
軍
艦
操
練
所
メ
ン
バ
ー
と
考
え
を

異
に
し
て
お
り
、
江
戸
湾
警
衛
に
つ
い
て
も
、
小
野
ら
の
構
想
す
る
防
衛
策
に

批
判
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
見
書
は
、
小
野
構
想
へ
の
対
案
と
し
て
海
舟
が
作

成
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
海
舟
日
記
」
文
久
三
年
八
月
十
八
日
条
に
「
此
日
御
殿
山
下
抱
台
よ
り
品

郎
作
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。

り
、
海
舟
の
記
憶
違
い
で
あ
る
。

四
月
海
舟

一
方
、
灘
の
酒
屋
で
加
納
治
郎
右
衛
門
と
い
う
人
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す
、
御
殿
山
に
堡
塞
を
築
き
品
海
よ
り
内
江
入
る
港
筋
へ
礁
を
造
る
へ
し
と
云
、

其
外
警
衛
之
備
之
事
を
申
す
」
と
あ
り
、
こ
の
日
海
舟
は
一

．橋
慶
喜
（
中
納
言

殿
）
を
は
じ
め
幕
府
の
閣
老
諸
役
を
案
内
し
て
、
江
戸
湾
を
船
・で
巡
航
し
、
江

戸
警
衛
に
つ
い
て
上
申
し
た
。
こ
の
時
に
こ
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
か
は
不

勝
海
舟
意
見
書
草
稿
（
「
御
府
内
四
方
堡
塞
大
略
」
）

（
文
久
三
年
八
月
）

現
状
は
巻
子
装
。
勝
海
舟
の
自
筆
草
稿
。
前
号
の
意
見
書
写
「
江
戸
御
警
衛
」

と
は
料
紙
が
異
な
り
、
二
枚
継
紙
一
紙
か
ら
な
っ
て
い
る
。
前
半
に
メ
モ
の
よ

が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
み
て
、
前
号
資
料
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
う

文
久
三
年
(
-
八
六
三
）
春
の
英
艦
品
川
沖
侵
入
事
件
に
さ
い
し
、
幕
府
は

・（
将
軍
家
茂
は
上
洛
中
）
江
戸
市
中
の
子
女
や
老
弱
者
に
立
ち
退
き
を
命
ず
る

触
を
出
し
た
。
こ
の
避
難
騒
ぎ
に
乗
じ
て
、
草
賊
が
資
財
を
略
奪
す
る
な
ど
、

か
が
え
る
。

う
に
し
て
書
か
れ
た
事
項
の
後
に
、
「
御
府
内
四
方
堡
塞
大
略
」
と
題
し
て
方
策

5
 〈

勁
草
別
巻
2
〉

明。

法
量

・
（
本
紙
）
縦
一
六
・
六

c
r
n
X
．横
一
0
五
•
「
-
C
r
n

資
料
番
号

8
9
2
0
5
1
6
5
（
前
号
と
同
番
号
）

川
海
岸
井
御
船
越
中
島
江
出
張
、
中
納
言
殿
閣
老
諸
役
同
船
、

警
衛
之
事
を
申

つ
い
て
朝
廷
へ
の
使
者
と
な
っ
た
老
中
酒
井
雅
楽
頭
忠
績
に
付
き
添
い
、
急
遠

6
 〈

勁
草
別
巻
2
〉

い
る
。

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六
・
ニ

C
mx
横
一
0
1
•
四

e
m

資
料
番
号

市
民
生
活
に
混
乱
が
生
じ
た
。
こ
の
事
態
を
ふ
ま
え
て
、
海
舟
が
作
成
し
た
案

が
本
文
書
で
あ
る
。
御
家
人
等
小
禄
の
者
を
家
族
と
と
も
に
江
戸
の
縁
辺
に
あ

ら
か
じ
め
避
難
集
住
さ
せ
、
各
所
に
堡
塁
を
築
い
て
草
賊
か
ら
の
害
を
防
ぐ
と

い
う
も
の
で
、
六
郷
・
下
高
井
戸
・
新
宿
な
ど
具
体
的
に
移
住
先
が
挙
げ
ら
れ
、

住
人
を
統
率
す
る
世
話
役
の
設
置
な
ど
の
具
体
的
な
実
施
体
制
に
も
言
及
し
て

松
平
春
嶽
宛
勝
海
舟
書
簡
草
稿

現
状
は
巻
子
装
。

（
文
久
三
年
）
九
月
十
日

8
9
2
0
5
1
8
9
 

在
大
坂
の
勝
海
舟
か
ら
、
松
平
春
嶽
に
あ
て
た
書
簡
の
自
筆
草
稿
。
冒
頭
に
、

後
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
海
舟
の
自
筆
で
、
二
行
の
注
記
が
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
は
「
九
月
十
一
日
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
日
記
等
の
記
載
か
ら
、
九
月

十
日
の
誤
り
か
。

文
久
三
年
(
-
八
六
三
）
八
月
二
十
八
日
、
海
舟
は
将
軍
家
茂
の
再
上
洛
に

上
京
、
九
月
九
日
大
坂
に
着
い
た
。
海
舟
は
、
六
月
家
茂
が
江
戸
に
帰
府
し
て
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〈
勁
草
1
8
(
「
海
舟
日
記
」

る
（
「
維
新
史
料
引
継
本
」
）
。

て
い
る
。

の
書
状
の
写
し
と
同
月
十
七
日
付
の
春
嶽
か
ら
の
返
書
を
書
き
と
め
て
い
る
。

か
ら
江
戸
の
幕
議
が
紛
糾
し
て
い
る
さ
ま
を
嘆
き
、
春
嶽
が
上
京
す
る
と
の
風

冒
頭
注
記
に
よ
る
と
、
こ
の
書
状
は
、
海
舟
が
塾
生
近
藤
稜
次
郎
と
加
藤
廉

之
助
を
越
前
に
遣
わ
し
て
、
春
嶽
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
。
「
海
舟
日
記
」
文
久

三
年
九
月
二
十
三
日
条
に
は
、
近
藤
ら
が
越
前
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
し
て
、
こ

春
嶽
か
ら
の
返
事
は
、
現
在
逼
塞
中
で
朝
廷
か
ら
許
し
が
出
て
い
な
い
か
ら
、

す
ぐ
に
は
上
京
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
越
前
藩
で
は
、
挙
藩

上
京
派
が
要
職
を
追
わ
れ
、
春
嶽
の
プ
レ
ー
ン
横
井
小
楠
も
福
井
を
去
っ
て
い

た
。
海
舟
か
ら
の
書
状
に
力
を
得
た
春
嶽
は
、
十
月
十
八
日
京
都
に
入
っ
た
。

な
お
、
「
続
再
夢
紀
事
」
に
は
、
こ
の
書
状
と
春
嶽
の
返
書
の
写
し
が
収
め
ら
れ

な
お
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
四
年
(
-
九
二
五
）
維
新
史
料
編
纂

会
に
よ
っ
て
謄
写
さ
れ
た
も
の
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い

文
中
の
「
島
津
三
郎
」
は
、
薩
摩
藩
主
の
父
島
津
久
光
を
さ
す
。

上
京
を
促
し
て
い
る
。

聞
に
有
志
は
期
待
し
、

講
談
社
2
〉

一
日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
て
い
る
旨
を
伝
え
、
早
期
の

な
お
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
四
年
(
-
九
二
五
）
維
新
史
料
編
纂

す
、
実
可
歎
」
と
い
う
感
想
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

末
世
之
弊
誠
実
如
君
有
り
と
い
へ
と
も
、
事
行
ハ
れ
す
空
敷
区
々
と
し
て
奔
命

文
中
の
「
小
松
帯
刀
」
は
、
薩
摩
藩
家
老
。

と
を
強
く
要
請
し
て
い
る
。

勝
海
舟
宛
松
平
春
嶽
書
簡

（
文
久
三
年
）
十
一
月
十
日

8
9
2
0
5
1
9
2
 

老
中
酒
井
雅
楽
頭
忠
績
に
随
行
し
上
京
し
て
い
た
海
舟
は
、
文
久
三
年
（
一

八
六
三
）
十
一
月
三
日
江
戸
へ
帰
り
、
翌
四
日
に
は
将
軍
家
茂
の
再
上
洛
を
上

言
し
て
、
ま
も
な
く
上
洛
が
決
定
し
た
。
こ
の
書
状
で
春
嶽
は
、
尽
力
し
た
海

精
（
山
形
藩
主
）
・
酒
井
忠
績
（
姫
路
藩
主
）
の
三
老
中
が
加
わ
ら
な
い
と
い
う

情
報
を
得
て
、
公
武
一
和
の
重
大
事
を
協
議
す
る
に
は
幕
府
の
有
力
な
閣
老
が

必
要
な
た
め
、
少
な
く
と
も
板
倉
だ
け
で
も
必
ず
供
奉
す
る
よ
う
運
動
す
る
こ

「
海
舟
日
記
」
文
久
三
年
十
一
月
十
五
日
条
に
は
、
こ
の
書
状
の
写
し
が
記

さ
れ
て
お
り
、
「
嗚
呼
、
此
侯
愛
国
杞
憂
之
念
、
此
手
翰
中
を
以
て
可
見
、
惜
哉
、

会
に
よ
っ
て
謄
写
さ
れ
た
も
の
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い

舟
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
上
洛
の
供
奉
に
板
倉
勝
静
（
備
中
松
山
藩
主
）
•
水
野
忠

京
都
に
入
っ
た
松
平
春
嶽
か
ら
、
在
江
戸
の
勝
海
舟
に
あ
て
た
書
簡
゜

7
 現

状
は
巻
子
装
。

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六
・
九

c
m
x横
二
二
三

•
-
C
r
n

資
料
番
号
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機
を
誤
り
、
人
心
の
信
用
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
訴
え
て
い
る
。

は
、
未
曾
有
の
国
難
に
際
し
、
西
国
雄
藩
の
諸
侯
が
集
ま
り
、
朝
幕
一
致
し
て

松
平
春
嶽
•
海
舟
ら
公
議
政
体
派
に
と
っ
て
、
将
軍
家
茂
の
再
上
洛
は
、
公

れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

い
る
。
最
末
尾
に
「
最
初
に
可
入
」
の
文
が
あ
り
、

資
料
番
号

〈
勁
草
1
8
(
「
海
舟
日
記
」

る
（
「
維
新
史
料
引
継
本
」
）
。

（
文
久
三
年
）
十
一
月
（
十
二
日
頃
）

8
9
2
0
5
1
9
0
 

講
談
社
別
巻
〉

そ
こ
で
料
紙
が
切
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
後
に
文
が
続
い
て
い
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
。
虫
損
位
置
の

規
則
性
か
ら
、
本
資
料
が
冒
頭
か
ら
末
尾
に
向
か
っ
て
、
巻
い
た
形
で
保
存
さ

武
一
和
と
参
預
会
議
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
見
書
で
海
舟

興
国
の
大
政
を
お
こ
そ
う
と
す
る
大
事
な
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
将
軍
家
茂
の

再
上
洛
を
延
引
し
よ
う
と
す
る
者
が
幕
府
内
に
い
る
こ
と
を
憤
り
、
上
洛
の
時

と
思
わ
れ
る
海
舟
の
自
筆
で
、
こ
の
意
見
書
を
出
し
た
時
の
事
情
が
書
か
れ
て

現
状
は
巻
子
装
。
推
敲
の
多
い
長
文
の
意
見
が
書
か
れ
、
末
尾
に
は
、
後
筆

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六
・
六

em
x
横
―

1
0
・
九
Cm

8

勝
海
舟
意
見
書
草
稿
（
徳
川
家
茂
再
上
洛
に
つ
き
）

〈
講
談
社
別
巻
〉

い
ず
こ
か
に
提
出
し
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

学
図
書
館
所
蔵
「
南
大
曹
旧
蔵

ま
た
、
本
資
料
と
同
文
で
「
十
二
月
十
二
日
」
の
日
付
と
な
っ
て
い
る
海
舟

る
（
「
維
新
史
料
引
継
本
」
）
。

皇
国
」
と
慨
嘆
し
て
こ
の
件
を
結
ん
で
い
る
。

「
海
舟
日
記
」
文
久
三
年
(
-
八
六
三
）
十
一
月
十
二
日
条
に
は
「
縫
殿
（
筆

者
注
・
若
年
寄
松
平
〔
大
給
〕
乗
膜
）

に
、
御
上
洛
之
議
御
遅
寛
あ
る
へ
か
ら

す
…
」
と
意
見
を
呈
し
た
こ
と
を
記
し
、
さ
ら
に
「
夫
幕
府
日
本
之
政
を
執
る

（
マ
マ
）

処
、
然
る
に
其
御
政
弊
し
て
唯
御
一
家
之
事
而
巳
、
此
大
義
を
明
か
す
る
者
殆
と

少
な
し
、
危
哉

結
局
家
茂
は
海
路
で
上
洛
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
二
月
二
十
八
日
海
舟
の
指

揮
す
る
翔
鶴
丸
で
品
川
を
出
帆
し
、
翌
元
治
元
年
正
月
八
日
大
坂
に
着
い
た
。

な
お
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
維
新
史
料
編
纂

会
に
よ
っ
て
謄
写
さ
れ
た
も
の
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い

自
筆
本
（
二
つ
折
り
料
紙
六
枚
か
ら
な
る
。
現
状
は
巻
子
装
）
が
、
早
稲
田
大

名
家
書
翰
集
」
中
に
あ
る
。
講
談
社
版
全
集

は
こ
れ
を
底
本
と
し
て
お
り
、
十
一
月
に
出
し
た
意
見
を
海
舟
が
あ
ら
た
め
て
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司
（
幕
閣
）
に
会
議
の
挫
折
を
も
く
ろ
む
勢
力
が
あ
る
が
、
頓
着
せ
ず
に
国
家

再
上
洛
し
た
将
軍
家
茂
の
も
と
で
、
京
都
で
の
諸
侯
会
議
が
実
現
の
運
び
と

日
付
の
誤
記
な
ど
か
ら
、
本
資
料
が
後
年
海
舟
が
写
し
た
自
筆
写
本
で
あ
る

の
写
本
で
は
、
こ
の
部
分
を
「
五
公
様
」
と
し
て
い
る
）
。

八
六
四
）
二
月
六
日
条
に
、
「
今
朝
春
嶽
よ
り
黒
龍
船
之
儀
二
付
酒
井
十
之
丞
来

而
内
話
有
之
、
同
人
江
附
し
一
書
を
呈
し
」
と
あ
り
、
本
文
書
と
ほ
ぽ
同
文
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
お
よ
び
当
時
の
政
治
状
況
か
ら
み
て
、
三
月
八
日
の

日
付
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

，
 
松
平
春
嶽
宛
勝
海
舟
書
簡
草
稿
8
9
2
0
5
1
9
1
 

冒
頭
の
日
付
は
「
子
三
月
八
日
」
と
あ
る
が
、
「
海
舟
日
記
」
元
治
元
年
（
一

（
力
）

「
日
記
」
の
文
言
と
本
文
書
の
異
同
を
比
較
す
る
と
、
本
文
書
で
「
五
名
様

方
に
て
万
事
断
然
御
切
出
被
遊
」
の
部
分
が
、
日
記
で
は
「
参
預
之
御
方
に
て

（
マ
マ
）

万
事
断
然
御
切
出
遊
ハ
れ
」
と
な
っ
て
い
る
（
な
お
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

可
能
性
も
あ
る
。

文
久
三
年
(
-
八
六
三
）
末
、
有
力
諸
侯
か
ら
な
る
朝
議
参
預
が
任
命
さ
れ
、

な
っ
た
。
海
舟
は
参
預
会
議
に
列
席
す
る
春
嶽
に
期
待
を
寄
せ
、
関
東
の
諸
有

在
大
坂
の
勝
海
舟
が
松
平
春
嶽
に
あ
て
た
書
簡
の
自
筆
草
稿
。

現
状
は
巻
子
装
。

法
量
（
本
紙
）
縦
ニ
―
•
三

c
m
x横
ニ
―
•
六

c
m

資
料
番
号

（
元
治
元
年
二
月
六
日
）

上
洛
中
の
将
軍
家
茂
の
命
で
公
武
合
体
・
開
国
佐
幕
を
掲
げ
て
活
動
し
て
い

中
の
「
中
納
言
様
」
は
、

一
橋
慶
喜
を
さ
す
。

海
舟
自
身
は
こ
の
前
日
の
二
月
五
日
、
慶
喜
か
ら
長
崎
出
張
を
命
じ
ら
れ
て

お
り
（
二
月
十
四
日
出
発
、

四
月
十
四
日
京
都
帰
着
）
、
海
舟
不
在
中
の
二
月
十

六
日
参
預
会
議
が
開
か
れ
た
が
、
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
な
く
解
体
し
た
。

な
お
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
四
年
(
-
九
二
五
）
維
新
史
料
編
纂

会
に
よ
っ
て
謄
写
さ
れ
た
も
の
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い

佐
久
間
象
山
遭
難
報
告
書

法
量
（
本
紙
）
縦
一
四
・
七
C
m
x
横
二
三
九
・
七
Cm

関
す
る
報
告
書
の
第
二
報
か
。

た
佐
久
間
象
山
（
海
舟
の
妹
順
子
の
夫
）
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月

十
一
日
、
天
皇
彦
根
遷
座
計
画
へ
の
参
画
を
疑
わ
れ
て
、
京
都
三
条
木
屋
町
で

尊
攘
派
に
よ
り
暗
殺
さ
れ
た
。

10 
現
状
は
巻
子
装
。
信
濃
松
代
藩
士
で
兵
学
者
の
佐
久
間
象
山
の
暗
殺
事
件
に

資
料
番
号

〈
勁
草
1
8
(
「
海
舟
日
記
」）

る
（
「
維
新
史
料
引
継
本
」
）
。

8
9
2
0
5
1
9
9
 

（
元
治
元
年
）
七
月
十
六
日

講
談
社
1

（
幕
末
日
記
）
〉

の
た
め

一
橋
慶
喜
は
じ
め
参
預
の
面
々
の
英
断
を
祈
る
と
励
ま
し
て
い
る
。
文
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本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

本
資
料
．の
内
容
は
不
明
の
部
分
が
多
い
が
、
象
山
の
遺
児
格
二
郎
を
か
く
ま

う
者
が
京
中
に
い
な
く
て
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
仙
台
藩
の
医
師
垣
生
玄
栄
が

引
き
受
け
て
く
れ
た
こ
と
、
近
日
中
に
ひ
と
ま
ず
郷
里
信
濃
国
松
代
へ
帰
り
、

い
ず
れ
か
の
藩
に
身
を
寄
せ
、
再
起
を
は
か
り
た
い
こ
と
等
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
関
係
者
は
内
々
に
処
理
し
よ
う
と
つ
と
め
た
が
、
十
四

日
に
な
り
賢
之
助
ら
が
呼
び
出
さ
れ
て
「
別
紙
之
通
被
仰
付
」
（
別
紙
の
内
容
不

明
）
、
十
六
日
夕
に
は
、
遺
体
処
理
な
ど
詳
細
な
報
告
を
明
朝
ま
で
に
提
出
す
る

よ
う
、
奉
行
所
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
、
難
が
格
二
郎
に
及
ぶ
前
に

差
出
人
の
う
ち
、
「
賢
之
助
」
は
松
代
藩
士
蛯
川
賢
之
助
。
宛
名
人
の
う
ち
、

「
又
兵
衛
」
「
源
之
丞
」
は
、
松
代
に
い
る
象
山
の
親
類
依
田
又
兵
衛
・
源
之
丞
゜

ま
た
、
宛
名
最
後
の
「
北
山
御
母
義
様
」
は
、
藩
医
北
山
林
翁
に
嫁
し
た
象
山

こ
の
報
告
書
が
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
海
舟
の
手
許
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
は

未
詳
で
あ
る
。

の
姉
け
い
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。

潜
伏
し
、
時
を
侯
ち
た
い
と
書
い
て
い
る
。

う
と
論
じ
て
い
る
。

8
9
2
0
5
1
8
6
 

現
状
は
巻
子
装
。
勝
海
舟
の
自
筆
草
稿
。
二
つ
折
り
の
料
紙
（
二
枚
か
）
に

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
、
幕
府
は
長
州
征
討
を
決
定
し
た
が
、

た
。
禁
裏
守
衛
総
督
一
橋
慶
喜
は
、
砲
撃
阻
止
の
た
め
、
海
舟
の
豊
後
姫
島
派

遣
を
決
め
た
。
海
舟
は
、
そ
の
前
の
二
月
に
も
、
英
仏
艦
隊
が
長
州
へ
報
復
砲

撃
す
る
と
の
報
で
長
崎
に
派
遣
さ
れ
、
延
期
の
交
渉
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し

そ
の
後
の
幕
府
の
明
確
な
対
策
が
示
さ
れ
ず
、

命
令
を
受
け
た
海
舟
は
軍
艦
で
向
か
い
、

い
ま

つ
い
に
砲
撃
が
実
行
さ
れ
た
。

八
月
十
四
日
姫
島
に
着
い
た
が
、

そ

こ
の
意
見
書
で
海
舟
は
、
こ
の
時
外
国
奉
行
が
帆
船
で
遅
れ
て
来
た
こ
と
を

非
難
し
、
自
分
が
神
戸
海
軍
操
練
所
で
要
求
し
て
き
た
、
軍
艦
の
神
戸
へ
の
充

分
な
配
備
な
ど
が
実
現
し
な
い
こ
と
を
取
り
上
げ
、
武
備
充
実
と
富
国
の
大
策

を
打
ち
立
て
、
国
民
一

．致
し
て
列
強
に
対
抗
す
べ
き
で
あ
る
時
に
、
内
外
の
事

件
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
因
循
些
末
な
態
度
で
は
、
国
民
や
外
国
の
信
用
を
失

の
時
す
で
に
砲
撃
は
終
わ
っ
て
日
数
が
た
っ
て
い
た
。

だ
躊
躇
し
て
い
た
折
、
八
月
五
日
英
仏
米
蘭
四
国
艦
隊
は
下
関
砲
撃
を
実
行
し

書
か
れ
て
い
る
。

法
量
（
本
紙
）
縦
二

0
•
六
c
m
x横
四
七
・
三

C
m

資
料
番
号

元
治
元
年
八
月
以
降
）

11

勝
海
舟
意
見
書
草
稿
（
第
一
次
長
州
征
討
に
つ
き
）
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ン
こ
。

し

t
後
、
幕
府
は
長
州
藩
征
討
を
決
定
し
た
が
、
諸
議
定
ま
ら
ず
混
迷
が
深
ま
っ
て

差
出
人
の
「
大
島
吉
之
助
」
は
西
郷
隆
盛
の
変
名
。
大
坂
の
旅
宿
に
い
る
勝

「
文
武
研
究
」
に
打
ち
込
む
よ
う
に
説
得
し
て
お
り
、
責
任
を
も
っ
て
預
か
る

会
に
よ
っ
て
謄
写
さ
れ
た
も
の
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い

勝
海
舟
宛
西
郷
隆
盛
書
簡

8
9
2
0
5
1
5
0
 

海
舟
に
会
談
の
日
時
を
問
い
合
わ
せ
た
書
状
。
こ
の
年
の
七
月
十
八
日
に
京
都

で
禁
門
の
変
が
起
き
、
西
郷
は
薩
摩
藩
兵
を
指
揮
し
、
長
州
勢
を
破
っ
た
。
変

こ
の
日
、
西
郷
は
薩
摩
藩
士
吉
井
幸
輔
（
友
実
）
と
二
人
で
海
舟
を
訪
ね
、

今
後
の
政
局
に
つ
い
て
幕
臣
で
あ
る
海
舟
に
意
見
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
海

舟
は
、
幕
閣
が
大
局
を
見
ず
、
小
節
に
こ
だ
わ
っ
て
空
論
を
重
ね
て
い
る
実
態

を
指
摘
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
幕
府
は
瓦
解
す
る
で
あ
ろ
う
と
語
っ
た
（
「
海
舟
日

記
」
元
治
元
年
九
月
十
一
日
条
）
。
幕
府
主
導
の
時
局
打
開
を
考
え
て
い
た
西
郷

は
、
こ
の
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
、
以
後
倒
幕
論
に
傾
い
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

勝
海
舟
宛
土
方
歳
三
書
簡

8
9
2
0
5
1
9
8
 （

「
亡
友
帖
」
〉

法
量
（
本
紙
）
縦
二

O
·
O
c
r
n
X横―
二
八

•
-
C
r
n

京
都
の
新
撰
組
土
方
歳
三
が
、
神
戸
に
い
る
勝
海
舟
に
あ
て
た
書
状
。
「
阿
波

暗
殺
さ
れ
た
佐
久
間
象
山
の
子
息
で
、
海
舟
に
は
義
理
の
甥
に
あ
た
る
「
三

山
本
覚
馬
（
象
山
の
門
弟
で
会
津
藩
士
）
か
ら
の
頼
み
で
、
新
撰
組
が
預
か
っ

て
い
る
旨
を
知
ら
せ
た
も
の
。
象
山
を
暗
殺
し
た
者
を
探
索
中
で
あ
る
が
、
長

州
藩
に
つ
な
が
る
者
に
違
い
な
く
、
敬
之
介
に
は
、
真
に
父
の
仇
を
と
る
な
ら

の
で
心
配
な
い
よ
う
に
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
追
書
で
、
局
長
近
藤
勇
が
将
軍

上
洛
の
周
旋
の
た
め
江
戸
へ
下
向
し
て
い
る
の
で
、
自
分
が
代
理
を
し
て
い
る

浦
敬
之
介
」

(10

「
佐
久
間
象
山
遭
難
報
告
書
」
中
の
格
二
郎
の
変
名
）
を
、

守
」
は
安
房
守
の
誤
り
。

紙
冒
頭
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。

現
状
は
巻
子
装
。
書
簡
の
宛
名
書
に
あ
た
る
端
裏
上
書
が
切
断
さ
れ
て
、
↑本

現
状
は
巻
子
装
。
冒
頭
、
宛
名
部
分
が
端
載
さ
れ
て
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六
・
五

cmx
横
五
九
・
八

em

資
料
番
号

13 

資
料
番
号

12 

（
元
治
元
年
）
九
月
十
一
日

元
治
元
年
）
九
月
十
六
日

〈
講
談
社
別
巻
〉

〈
改
造
社
1
0
(
「
亡
友
帖
」
）
勁
草
別
巻
1

講
談
社
22

る
（
「
維
新
史
料
引
継
本
」
）
。

な
お
こ
の
書
状
は
、
「
亡
友
帖
」
（
明
治
十
一
年
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
維
新
史
料
編
纂
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春
嶽
か
ら
送
ら
れ
た
特
賜
に
対
し
、
海
舟
は
厚
く
礼
を
述
べ
、
さ
ら
に
条
約

に
託
し
て
援
助
の
金
品
を
届
け
た
。
こ
れ
に
対
す
る
返
書
が
本
書
状
で
あ
る
。

り
（
勁
草
書
房
全
集
別
巻
2

講
談
社
全
集
22
所
収
）
、
越
前
藩
士
荻
野
小
四
郎

14 

松
平
春
嶽
宛
勝
海
舟
書
簡
草
稿

現
状
は
巻
子
装
。

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六
・
ニ

Cm
x
横
七
五
・
七

cm

資
料
番
号

〈
勁
草
別
巻
2

講
談
社
別
巻
〉

二
郎
は
妾
き
く
の
生
子
で
あ
る
。
象
山
暗
殺
当
時
、
格
二
郎
は
十
七
歳
で
、
父

の
仇
を
討
つ
べ
く
新
撰
組
に
入
隊
し
た
。
そ
の
後
海
舟
の
説
得
で
新
撰
組
を
離

れ
、
紆
余
曲
折
を
へ
て
明
治
四
年
(
-
八
七
一
）
海
舟
を
頼
っ
て
松
代
か
ら
上

い
そ
し

京
、
名
を
洛
と
改
め
た
。
明
治
十
年
、
愛
媛
県
松
山
裁
判
所
判
事
と
し
て
赴
任

中
急
死
し
た
。

J

と
を
記
し
て
い
る
。

（
慶
応
元
年
）
十
月
五
日

8
9
2
0
5
1
5
5
 

前
年
の
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
十
一
月
、
海
舟
は
軍
艦
奉
行
を
罷
免
さ
れ
、

翌
年
三
月
神
戸
海
軍
操
練
所
も
閉
鎖
さ
れ
た
。
海
舟
の
家
計
困
難
の
様
子
を
聞

き
、
在
福
井
の
春
嶽
は
九
月
二
十
二
日
、
江
戸
に
閑
居
中
の
海
舟
に
書
状
を
送

象
山
は
海
舟
の
妹
順
子
を
正
妻
と
し
た
が
、
順
子
と
の
間
に
子
は
な
く
、
格

〈
勁
草
別
巻
1

る
。
講
談
社
版
全
集
は
、
こ
の
憲
政
資
料
室
本
を
底
本
に
し
て
い
る
。

書
の
中
に
あ
る
理
由
、
ま
た
「
十
月
廿
二
日
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

十
月
廿
二
日
」
と
、
他
筆
で
注
記
さ
れ
て
い
る
。
春
嶽
あ
て
の
書
状
が
一
翁
文

本
資
料
の
海
舟
自
筆
清
書
が
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
「
大

じ
っ
て
今
の
人
心
は
「
損
王
譲
夷
」
に
な
っ
た
と
皮
肉
っ
て
い
る
。

勅
許
と
兵
庫
開
港
を
求
め
て
摂
津
湾
に
侵
入
し
た
英
米
仏
蘭
の
四
国
艦
隊
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
春
嶽
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
回
答
し
て
い

る
ま
で
に
至
っ
た
。
海
舟
は
開
港
問
題
に
つ
い
て
、
幕
府
は
う
ま
く
対
応
で
き

な
い
か
ら
、
こ
れ
を
契
機
に
「
一
朝
御
内
政
御
更
張
」
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
十

日
を
出
ず
し
て
解
決
す
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
は
「
鎖
国

之
御
政
事
」
で
、
言
論
も
規
制
さ
れ
て
い
る
状
況
を
嘆
じ
、
「
尊
王
攘
夷
」
を
も

久
保
一
翁
文
書
」
中
に
入
っ
て
い
る
（
た
だ
し
写
真
）
。
冒
頭
に
「
慶
応
元
乙
丑

た
。
開
港
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
朝
幕
間
で
紛
糾
し
、
家
茂
が
辞
表
を
用
意
す

る。

講
談
社
2
〉

J

の
年
五
月
、
将
軍
家
茂
は
長
州
再
征
の
た
め
上
洛
、
大
坂
城
に
入
っ
て
い
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付
箋
を
つ
け
て
返
し
た
と
い
う
。

対
し
て
、
慶
喜
は
「
見
込
之
趣
尤
に
存
候
間
、
十
分
取
計
可
申
事
」
と
書
い
た

成
年
代
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
酷
似
し
て
お
り
、

9
の
資
料
が
後
年
の
自
筆
写
本
と
す
る
と
、
本
資
料
の
作

第
二
次
長
州
征
討
中
の
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

八
月
十
七
日
、
長
州
藩
と

の
停
戦
調
停
交
渉
の
命
令
を
受
け
た
勝
海
舟
が
、
出
発
前
に
一
橋
慶
喜
に
使
命

の
内
容
を
箇
条
書
き
に
し
て
確
認
を
求
め
た
伺
書
の
草
稿
。

文
面
は
推
敲
痕
が
著
し
く
、
「
△
」
「
前
」
「
後
」
な
ど
の
記
号
を
用
い
て
、
項

の
全
集
に
所
載
の
も
の
（
底
本
は
後
年
の
二
次
的
資
料
）
と
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る

が
、
本
資
料
に
お
い
て
海
舟
み
ず
か
ら
が
記
入
し
た
指
示
を
読
み
と
り
こ
れ
に

従
う
と
、
項
目
の
順
序
や
文
章
の
流
れ
が
、
全
集
と
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。

さ
ら
に
、
本
資
料
の
筆
跡
と
料
紙
は
、

9
松
平
春
嶽
宛
書
簡
草
稿
（
元
治
元
年
）

「
海
舟
日
記
」
慶
応
二
年
八
月
十
七
日
条
に
は
、
「
参
館
、
御
使
二
付
心
得
之

（
マ
マ
）

廉
御
伺
、
即
以
御
直
筆
ヲ
以
而
御
聞
済
書
付
御
下
ケ
」
と
あ
る
。
こ
の
伺
書
に

目
の
順
序
の
入
れ
替
え
や
文
の
移
動
を
指
示
し
て
い
る
。
文
の
内
容
は
、
既
刊

現
状
は
巻
子
装
。
二
つ
折
り
の
料
紙
（
二
枚
か
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

法
量
（
本
紙
）
縦
二

0
•
六
e
mx
横
五
0
•
五
C
m

資
料
番
号

（
慶
応
二
年
）
八
月
十
七
日

8
9
2
0
5
1
8
7
 

15

勝
海
舟
伺
書
草
稿
（
「
芸
州
表
江
為
御
用
向
罷
越
候
心
得
伺
」
）

る
（
次
号
）
。

現
状
は
巻
子
装
。
朝
廷
よ
り
勝
海
舟
に
あ
て
た
内
命
書
。
こ
れ
に
副
状
が
あ

法
量
（
本
紙
）
縦
ニ
―

.
-
C
r
n
X
横
一

0
二
・
-
C
r
n

資
料
番
号

8
9
2
0
5
1
9
6
 

16

御
沙
汰
書
（
和
宮
警
衛
と
帰
洛
の
便
宜
に
つ
き
）

る
（
「
維
新
史
料
引
継
本
」
）
。

勁
草
1
1
(
「
解
難
録
」

の
全
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
講
談
社
版
全
集
は
、
海
舟
の
没
後
刊
行

会
に
よ
っ
て
謄
写
さ
れ
た
も
の
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い

〈
改
造
社
9

(
「
解
難
録
」
）

な
お
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
維
新
史
料
編
纂

さ
れ
た
「
海
舟
伝
稿
」
を
底
本
と
し
て
い
る
。

録
し
た
「
解
難
録
」
（
別
名
「
海
舟
余
録
」

海
舟
が
か
か
わ
っ
た
政
治
的
事
柄
や
身
の
ま
わ
り
に
起
こ
っ
た
事
件
等
を
記

の
勅
令
が
出
さ
れ
て
お
り
、
海
舟
の
協
定
交
渉
を
困
難
に
し
た
。

海
舟
は
八
月
二
十
日
に
兵
庫
を
発
ち
、
広
島
経
由
で
宮
島
に
赴
き
、
九
月
二

日
同
地
で
休
戦
を
協
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
海
舟
の
出
発
直
後
の
八
月
二
十
一
日

に
、
慶
喜
の
要
請
に
よ
り
、
将
軍
家
茂
の
喪
を
理
由
に
長
州
藩
に
対
す
る
停
戦

明
治
十
七
年
刊
）
に
、
こ
の
伺
書

講
談
社
2
〉

（
慶
応
四
年
正
月
受
領
）
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て
写
真
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
写
真
が
現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ

時
期
の
微
妙
な
政
局
と
一
翁
•
海
舟
の
立
場
を
考
え
る
上
で
典
味
深
い
。

を
授
け
、
中
山
か
ら
時
期
を
見
て
一
翁
と
海
舟
に
そ
れ
ぞ
れ
渡
す
よ
う
に
命
じ

れ
て
い
る
。

「
雑
記

慶
応
三
年
(
-
九
六
七
）
＋
月
の
大
政
奉
還
後
、
京
都
や
江
戸
の
情
勢
が
容

（
徳
川
家
茂
夫
人
・
静
寛
院
宮
）

の
身
の
安
全
と
、
帰
京
に
際
し
て
の
海
陸
の

鳥
羽
伏
見
の
戦
に
敗
れ
た
徳
川
慶
喜
は
、
慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
正
月
十

二
日
江
戸
に
帰
還
し
、
十
七
日
に
は
海
舟
を
海
軍
奉
行
並
に
任
じ
て
事
態
の
収

日
と
す
る
）

瓦
解
以
来
会
計
草
稿
」
（
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

勁
草
書
房
版
全
集

21
所
収
）
に
は
、
慶
応
四
年
正
月
（
富
田
鉄
之
助
「
海
舟
年
譜
」
で
は
二
十
二

に
和
宮
の
侍
医
中
山
摂
津
守
（
嘩
）
が
海
舟
の
も
と
に
持
参
し
た

と
し
て
、
こ
の
御
沙
汰
書
の
写
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
復
古
記
」
慶
応

四
年
正
月
十
四
日
条
に
は
、
大
久
保
一
翁
宛
の
同
文
の
文
書
と
副
状
が
収
載
さ

京
都
の
公
家
橋
本
実
麗
の
日
記
に
よ
る
と
、
慶
応
三
年
十
二
月
二
十
一
日
、

実
麗
の
嗣
子
実
梁
が
、
当
時
帰
京
し
て
い
た
和
宮
の
侍
女
玉
島
に
こ
の
内
命
書

た
と
い
う
（
武
部
敏
夫
「
和
宮
」
）
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
内
命
書
の
発
給
日
は
鳥

羽
伏
見
の
戦
の
前
で
、
ま
だ
一
翁
と
海
舟
が
抜
擢
さ
れ
る
以
前
で
あ
り
、
こ
の

な
お
、
本
資
料
は
、
大
正
十
五
年
(
-
九
二
六
）
維
新
史
料
編
纂
会
に
よ
っ

拾
に
あ
た
ら
せ
た
。

便
宜
を
固
る
こ
と
を
依
頼
し
た
も
の
。

易
な
ら
ざ
る
事
態
に
い
た
っ
た
の
で
、
万
一
の
事
変
に
備
え
、
朝
廷
よ
り
和
宮

〈
改
造
社
9

勁
草
21

（
海
舟
秘
記
）
〉

万
一
の
際
に
は
和
宮
の
警
衛
を
頼
む
と
い
う
天
皇
の
意
向
を
伝
え
て
い
る
。

現
状
は
巻
子
装
。
前
号
の
副
状
。

17

御
沙
汰
書
副
状

る。
〈
改
造
社
9

法
量
（
本
紙
）
縦
ニ
―

.
-
C
r
n
X
横
一

0
O
・
 
1
C
r
n
 

資
料
番
号

8
9
2
0
5
1
9
5
 

勁
草
21

（
海
舟
秘
記
）
〉

て
い
る
（
「
維
新
史
料
引
継
本
」
）
。
こ
の
写
真
を
見
る
と
、
本
資
料
が
巻
子
装
の

継
目
か
ら
分
離
さ
れ
た
状
態
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
当
館
所
蔵
の
桐
箱
文
書
が
、
大
正
十
五
年
の
時
点
で
は
何
ら
か
の

形
で
破
損
し
て
お
り
、

そ
の
後
修
補
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ

（
慶
応
四
年
正
月
受
領
）
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の
春
嶽
宛
海
舟
書
簡
と
と
も
に
、
越
葵
文
庫
本
の
歎
願
書
が
写
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
）
の
海
舟
自
筆
の
歎
願
書
が
、
「
越
葵
文
庫
」
（
松
平
宗
紀
氏
蔵

立
郷
土
歴
史
博
物
館
保
管
）
中
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
が
最
終
的
に
清

書
・
提
出
さ
れ
た
正
本
と
思
わ
れ
る
。
講
談
社
版
全
集
は
、
こ
れ
を
底
本
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
越
前
藩
士
中
根
雪
江
「
戊
辰
日
記
」
に
も
、
正
月
十
八
日
付

福
井
市

る。 私
を
挟
み
」
と
、
薩
長
の
行
動
は
私
利
に
も
と
ず
く
も
の
と
強
く
非
難
し
て
い

米
諸
国
に
つ
け
こ
ま
れ
る
危
険
を
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
公
平
を
唱
へ
て
大

こ
れ
と
ほ
ぽ
同
文
（
「
口
に
勤
王
を
…
」
の
く
だ
り
な
ど
若
干
異
な
る
箇
所
が

や
中
国
の
例
を
ひ
き
、
新
政
府
に
対
し
同
国
民
同
士
が
戦
っ
て
い
る
う
ち
に
欧

現
状
は
巻
子
装
。

慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
正
月
三
日
鳥
羽
伏
見
の
戦
に
敗
れ
、
十
二
日
に
江

戸
へ
帰
還
し
た
徳
川
慶
喜
は
、
海
舟
を
召
し
出
し
、
十
七
日
に
海
軍
奉
行
並
に

任
命
し
た
。
京
都
の
新
政
府
軍
が
徳
川
の
罪
を
問
う
た
め
進
発
し
た
と
の
報
に

接
し
た
海
舟
が
、
越
前
の
松
平
春
嶽
を
通
じ
て
新
政
府
の
参
与
あ
て
に
提
出
し

た
歎
願
書
の
草
稿
。
内
戦
の
虚
に
乗
じ
て
西
洋
諸
国
の
介
入
を
受
け
た
イ
ン
ド

法
量
（
本
紙
）
縦
一
五
・
八

cmx
横
六
一
・
三
Cm

資
料
番
号

（
慶
応
四
年
正
月
十
八
日
）

8
9
2
0
5
1
5
8
 

18

勝
海
舟
歎
願
書
草
稿
（
京
都
新
政
府
軍
の
江
戸
攻
撃
に
対
す
る
代
訴
文
）

な
お
、
「
慶
応
四
戊
辰
日
記
」
（
講
談
社
蔵

四
年
正
月
十
八
日
条
に
、
「
越
前
江
伶
し
て
参
与
江
一
書
を
呈
進
す
」
と
し
て
歎

〈
改
造
社
9

記
」
）
・

2
〉

講
談
社
版
全
集
l
所
収
）
慶
応

8
9
2
0
5
1
6
1
 

現
状
は
巻
子
装
。
二
つ
折
り
の
料
紙
（
二
枚
か
）

京
都
新
政
府
の
参
与
に
あ
て
た
訴
文
の
草
稿
。

講
談
社
1

(
「
慶
応
四
戊
辰
日

（
慶
応
四
年
二
月
十
五
日
）

に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
と
を
述
べ
、
今
や
徳
川
氏
が
冤
罪
を
得
て
同
胞
相
喰
む
情
勢
と
な
り
、
関
東

百
万
の
民
が
災
を
こ
う
む
る
の
は
、
王
者
の
正
道
に
も
と
り
、
国
内
の
人
心
を

非
を
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
先
二
月
二
十
二
日
に
、
徳
川
慶
喜
は
上
野
寛
永

寺
大
慈
院
に
入
り
恭
順
の
意
を
表
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
大
久
保
一
翁
文
書
」
の
中
に
、
こ
れ

離
散
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
、
朝
敵
と
な
っ
た
旧
幕
臣
を
代
表
し
て
内
戦
の

開
国
以
来
、
開
鎖
の
論
を
め
ぐ
っ
て
国
内
が
紛
糾
し
、
多
く
の
者
が
死
ん
だ

法
量
（
本
紙
）
縦
二
四
．

o
c
r
n
X
横
六
六
・
三

cm

資
料
番
号

19

勝
海
舟
意
見
書
草
稿
（
京
都
新
政
府
へ
関
東
の
実
情
に
つ
き
訴
文
）

勁
草
1
4
.
1
9
(
「
海
舟
日
記
」

願
書
の
全
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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応
四
戊
辰
日
記
」
補
注
14
参
照
）
。
ま
た
、
中
根
雪
江
「
戊
辰
日
記
」
は
、
二
月

十
八
日
付
の
本
多
修
理
宛
海
舟
書
状
と
あ
わ
せ
て
本
書
を
写
し
て
い
る
が
、
日

一
方
、
「
海
舟
日
記
」
慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
二
月
十
七
日
条
に
「
越
之
本

（
マ
マ
）

多
修
理
江
詫
し
参
与
江
一
書
を
呈
す
」
と
あ
る
。
ま
た
「
慶
応
四
戊
辰
日
記
」
（
講

講
談
社
版
全
集
1
所
収
）
同
日
条
に
は
、
本
書
の
全
文
が
記
さ
れ
て

本
書
に
は
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
述
の
自
筆
意
見
書
の
存
在
と
越

〈
改
造
社
9

談
社
1

(
「
慶
応
四
戊
辰
日
記
」
）
・

2
〉

勁
草
1
4
.
1
9
(
「
海
舟
日
記
」
）
・
別
巻
2

(
「
海
舟
別
記
」

前
側
の
資
料
か
ら
、
慶
応
四
年
二
月
十
五
日
説
を
採
用
し
た
。

講

い
る
。
後
者
は
日
付
を
「
辰
三
月
」
と
記
し
て
い
る
。

談
社
蔵

付
も
一
＿
月
十
五
日
と
な
っ
て
い
る
。

J

れ
を
底
本
に
し
十
五
日
の
日
付
を
採
用
し
て
い
る
（
講
談
社
版
全
集
ー
「
慶

と
同
文
の
海
舟
自
筆
意
見
書
の
写
真
が
入
っ
て
お
り
、
日
付
は
「
辰
二
月
十
五

日
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
憲
政
資
料
室
本
は
、
無
罫
紙
（
「
渋
田
蔵
書
」
料

本
多
修
理
様
御
直
披

勝
安
房
」
と
書
か
れ
た
包
紙
ら
し
き
も
の
が
写
っ
て
い
る
。
講
談
社
版
全
集
は
、

紙
か
）
三
枚
に
書
か
れ
て
お
り
、
「
越
前
様
御
上
屋
敷

帖
」
）
〉
〈
改
造
社
1
0
(
「
亡
友
帖
」
影
印
本
）
勁
草
別
巻
1

講
談
社
2
2
(
「
亡
友

な
お
、
本
資
料
は
「
亡
友
帖
」
（
明
治
十
一
年
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

十
四
日
に
つ
い
て
は
田
町
の
薩
摩
藩
邸
の
説
が
有
力
と
思
わ
れ
る
。

を
め
ぐ
る
第
二
回
目
の
西
郷
．
勝
会
談
直
前
の
書
状
。

早
速
向
か
う
の
で
少
々
待
っ
て
頂
き
た
い
と
の
西
郷
隆
盛
の
返
事
。
江
戸
開
城

20 

勝
海
舟
宛
西
郷
隆
盛
書
簡

現
状
は
巻
子
装
。

田
丁
（
田
町
）

法
量
（
本
紙
）
縦
一
四
・
ニ

Cmx
横
五
五
・
三

em

の
薩
摩
藩
邸
に
い
る
と
い
う
勝
海
舟
か
ら
の
連
絡
に
対
し
、

前
日
の
芝
高
輪
の
薩
摩
藩
邸
で
の
会
談
を
う
け
、
こ
の
十
四
日
に
は
翌
十
五

日
の
江
戸
城
総
攻
撃
を
控
え
て
の
大
詰
め
の
折
衝
が
行
わ
れ
た
。
会
談
の
結

果
、
徳
川
慶
喜
の
処
遇
、
江
戸
城
と
武
器
の
引
き
渡
し
な
ど
の
条
件
が
整
い
、

西
郷
の
決
断
で
江
戸
城
攻
撃
は
中
止
さ
れ
た
。

会
談
の
場
所
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
本
書
状
の
記
載
な
ど
か
ら
、
三
月

資
料
番
号

（
慶
応
四
年
）
三
月
十
四
日

8
9
2
0
5
1
5
1
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本
書
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

夜
田
安
殿
よ
り
御
使
、
大
惣
督
よ
り
御
書
付
被
渡
、
小
僕
誠
忠
を
以
て
御
賞
誉
、

現
状
は
巻
子
装
。

東
征
大
総
督
府
よ
り
勝
海
舟
に
対
し
、
江
戸
鎮
撫
万
端
に
つ
き
取
締
を
委
任

し
た
書
状
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
十
一
日
の
江
戸
開
城
後
、
脱
走
し
た
旧
幕
兵

が
上
野
の
山
に
立
て
こ
も
っ
た
り
、
関
東
各
地
に
転
戦
し
た
り
と
、
江
戸
内
外

は
不
安
定
な
情
勢
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
新
政
府
は
強
硬
な
手
段
を
と
ら

ず
、
海
舟
の
ほ
か
旧
幕
方
の
徳
川
（
田
安
）
慶
頼
・
大
久
保
一
翁
の
三
名
に
、

江
戸
の
治
安
維
持
を
ゆ
だ
ね
た
。
「
海
舟
日
記
」
慶
応
四
年
四
月
二
日
条
に
「
此

且
江
府
鎮
撫
の
儀
御
委
任
可
有
之
旨
也
」
と
あ
り
、
「
慶
応
四
戊
辰
日
記
」
に
は

〈
講
談
社
1

(
「
慶
応
四
戊
辰
日
記
」
）
〉

法
量
（
本
紙
）
縦
一
九

・
-
C
r
n
X
横
六
五
．

oem

資
料
番
号

（
慶
応
四
年
）
閏
四
月
二
日

8
9
2
0
5
2
0
1
 

2
1
東
征
大
総
督
府
委
任
書
（
江
戸
鎮
撫
に
つ
き
）

勁
草
14

る
（
「
維
新
史
料
引
継
本
」
）
。

な
お
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
四
年
(
-
九
二
五
）
維
新
史
料
編
纂

致
の
た
め
、
徳
川
家
へ
の
寛
大
な
処
置
を
求
め
た
。

る
海
舟
の
執
念
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
海
舟
は
、
回
答
に
窮
し
た
総
督

府
に
対
し
、
十
三
日
再
度
意
見
書
を
提
出
し
て
、
江
戸
の
治
安
回
復
と
国
内
一

会
に
よ
っ
て
謄
写
さ
れ
た
も
の
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い

〈
改
造
社
9

講
談
社
1

(
「
慶
応
四
戊
辰
日
記
」
）
・

2
〉

歎
願
に
は
、
旧
将
軍
家
を
江
戸
を
統
治
す
る
大
名
と
し
て
存
続
さ
せ
よ
う
と
す

田
安
殿
を
以
而
献
す
、
君
上
御
還
住
之
趣
意
を
述
す
」
と
あ
る
。
「
慶
応
四
戊
辰

日
記
」
に
本
資
料
の
写
し
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
文
言
は
若
千
異
な
る
。
こ
の

し
て
い
る
。
「
海
舟
日
記
」
慶
応
四
年
閏
四
月
四
日
条
に
「
大
総
督
江
微
衷
一
封

述
べ
た
あ
と
、
江
戸
を
平
穏
に
す
る
た
め
に
は
、
水
戸
に
謹
慎
し
て
い
る
徳
川

慶
喜
を
江
戸
に
呼
び
戻
し
、
そ
の
威
光
で
治
め
る
の
が
最
上
策
で
あ
る
と
主
張

が
東
征
大
総
督
府
に
提
出
し
た
歎
願
書
の
控
。
江
戸
鎮
撫
委
任
に
対
す
る
礼
を

現
状
は
巻
子
装
。

（
慶
応
四
年
）
閏
四
月
（
四
日
）

8
9
2
0
5
2
0
2
 

慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
閏
四
月
二
日
、
江
戸
鎮
撫
を
委
任
さ
れ
た
勝
海
舟

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六
．
o
c
r
n
X
横
一
八
五
・
四

cm

資
料
番
号

22

勝
海
舟
歎
願
書
写
（
徳
川
慶
喜
江
戸
帰
住
に
つ
き
）

173 



現
状
は
巻
子
装
。

江
戸
城
引
き
渡
し
を
終
え
た
慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
閏
四
月
二
十
八
日
、

海
舟
が
東
征
軍
参
謀
西
郷
隆
盛
に
、
、
政
治
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
た
徳
川
家
領

の
処
分
に
つ
い
セ
意
見
を
送
っ
た
あ
の
。
意
見
は
五
か
条
か
ら
な
り
、
新
政
府

が
徳
川
の
領
地
を
全
て
召
し
上
げ
れ
ば
旧
幕
臣
を
養
う
こ
と
が
で
き
ず
、
下
民

を
苦
し
め
人
心
を
離
散
せ
し
め
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
警
告
し
、
外
国
が
こ
の
処

な
お
、
「
慶
応
四
戊
辰
日
記
」
（
講
談
社
蔵

四
年
閏
四
月
二
十
八
日
条
に
、
「
西
郷
参
謀
江
一
書
を
送
り
、
且
方
今
人
心
離
散

之
基
源
を
云
ふ
」
と
し
て
全
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
文
言
は
各
全
集
と
も
こ
れ

と
ほ
ぽ
一
致
す
る
が
、
本
資
料
と
比
較
す
る
と
若
干
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。

〈
改
造
社
9

勁
草
14鼻一，

月

8
9
2
0
5
1
5
9
 

講
談
社
2
〉

分
に
注
目
し
て
い
る
と
し
て
、
寛
大
な
処
分
を
強
く
求
め
て
い
る
。

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六

•
O
C
r
n
X

横
九
四
．
o
e
m

資
料
番
号

（
慶
応
四
年
）
閏
四
月
二
十
八
日

講
談
社
版
全
集
1
所
収
）
慶
応

23

勝
海
舟
意
見
書
草
稿
（
「
人
心
離
散
之
御
答
」
）

〈
改
造
社
10(
「亡
友
帖
」
影
印
本
）
勁
草
別
巻
2

講
談
社
22(
「
亡
友
帖
」
）
〉

内
省
歌
道
御
用
掛
と
な
る
。
明
治
六
年
九
月
、
七
十
五
歳
で
没
。

に
送
っ
て
き
た
書
状
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

勝
海
舟
宛
八
田
知
紀
書
簡

（
慶
応
四
年
）
七
月
十
三
日

8
9
2
0
5
1
6
3
 

歌
論
に
よ
せ
て
政
治
の
大
道
を
論
じ
、
和
歌
の
道
で
も
文
法
な
ど
が
正
じ
く

て
も
歌
の
要
所
が
押
さ
，え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
真
の
歌
に
は
な
ら
な
い
よ
う

に
、
政
治
に
お
い
て
も
目
先
の
理
屈
に
と
ら
わ
れ
、
人
心
に
も
と
る
こ
と
が
あ

ト
で
、
戊
辰
（
慶
応
四
）
五
月
上
野
戦
争
の
翌
日
、
官
兵
が
海
舟
の
宅
を
襲
撃

す
る
事
件
が
あ
る
な
ど
、
命
を
狙
わ
れ
て
い
た
折
に
、
六
月
薩
摩
藩
の
大
久
保

利
通
と
小
松
帯
刀
が
海
舟
を
訪
れ
、
こ
の
時
同
伴
し
て
い
た
八
田
和
紀
が
の
ち

八
田
知
紀
は
、
薩
摩
藩
士
で
歌
人
と
し
て
有
名
。
幕
末
期
に
は
、
島
津
貞
姫

の
入
輿
に
従
っ
て
近
衛
家
に
仕
え
、
勤
王
運
動
に
も
関
わ
っ
た
。
明
治
五
年
宮

こ
の
書
簡
は
「
亡
友
帖
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
海
舟
の
コ
メ
ン

れ
ば
、
遠
大
に
行
わ
れ
が
た
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

24 
現
状
は
巻
子
装
。

法
量
（
本
紙
）
縦
一
五
・
六

cmx
横
二
六
九
・
七

cm

資
料
番
号

174 



本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

七
）
に
ア
ナ
ポ
リ
ス
海
軍
学
校
を
卒
業
、
帰
国
し
た
。

鉄
之
助
と
と
も
に
四
人
の
官
費
生
に
選
ば
れ
た
。
小
鹿
は
明
治
十
年
(
-
八
七

小
鹿
は
は
じ
め
父
海
舟
が
私
財
を
投
ず
る
形
で
私
費
留
学
し
て
い
た
が
、
明

大
臣
に
あ
た
る
外
国
官
知
事
の
伊
達
宗
城
の
名
で
発
給
さ
れ
て
い
る
。

ら
た
め
て
渡
航
申
請
が
出
さ
れ
、
発
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
の
外
務

月
十
七
日
に
決
ま
り
、
す
で
に
渡
航
し
て
い
る
者
に
も
適
用
さ
れ
る
た
め
、
あ

小
鹿
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
七
月
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
が
、
明
治

新
政
府
下
で
の
海
外
渡
航
志
願
者
の
願
出
方
法
が
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

勝
海
舟
の
長
男
小
鹿
の
海
外
渡
航
許
可
証
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

芳
正
氏
（
勝
小
鹿
次
女
知
代
子
の
息
）
寄
贈
。

資
料
番
号

25

勝
小
鹿
海
外
渡
航
許
可
証
写

法
量

8
6
0
0
3
0
0
ー

の
写
し
。

縦
二
七
・
ニ

Cm
x
横
二

0• 
lCrn 

二
つ
折
り
の
料
紙
（
五
枚
）
に
書
か
れ
、
こ
よ
り
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
勝四

治
元
年
、
明
治
新
政
府
が
在
外
の
旧
幕
臣
子
弟
の
留
学
生
の
う
ち
若
干
名
を
新

政
府
の
留
学
生
に
あ
ら
た
め
て
任
命
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
行
し
て
い
た
富
田

明
治
二
年
六
月
九
日

本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

借
用
要
請
の
書
簡
゜

城
の
さ
い
勅
旨
を
伝
え
た
。
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
十
月
外
務
省
に
入
り
、

以
後
外
務
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た
。
「
海
舟
日
記
」
明
治
二
年
十
一
月
十
一
日
条

に
「
柳
原
様
よ
り
御
直
書
。
朝
鮮
之
事
御
出
問
、
書
類
御
借
り
被
成
度
旨
也
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
本
書
状
の
日
付
が
十
月
七
日
な
の
で
、
約
一
か
月
の

違
い
が
あ
る
。
「
海
舟
日
記
」
明
治
三
年
正
月
七
日
条
欄
外
に
、
「
柳
原
殿
江
象
晋

紀
聞
・
韓
地
図
説
朝
倉
江
附
シ
差
出
」
と
あ
り
、
海
舟
が
柳
原
の
要
請
に
応
じ
た

集
2
所
収
）
。

よ
う
で
あ
る
。
柳
原
は
正
月
十
五
日
、
海
舟
に
礼
状
を
送
っ
た
（
講
談
社
版
全

26 

法
量
（
本
紙
）
縦
一
七
・
ニ

Cm
x
横
―
二
八
・
五

cm

外
務
大
丞
柳
原
前
光
が
勝
海
舟
に
あ
て
た
、
．
朝
鮮
に
関
す
る
海
舟
の
著
述
の

柳
原
は
公
卿
で
、
戊
辰
戦
争
時
に
は
東
海
道
先
鋒
副
総
督
と
し
て
、
江
戸
開

現
状
は
巻
子
装
。

資
料
番
号

勝
海
舟
宛
柳
原
前
光
書
簡

8
9
2
0
5
1
7
5
 
明
治
二
年
）
十
月
七
日

175 



本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

に
み
え
る
ワ
ル
ス
と
松
田
に
つ
い
て
は
未
詳
。

富
田
貞
次
郎
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
山
口
県
出
身
で
、
明
治
三
年
(
-
八
七

の
留
学
は
海
舟
の
尽
力
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
「
海
舟
日
記
」
明
治
四
年
正
月

六
日
条
に
は
「
富
田
貞
次
郎
よ
り
来
状
、
刑
部
省
よ
り
留
学
被
仰
候
間
段
々
礼

申
越
」
と
あ
る
。
こ
の
時
海
舟
は
静
岡
に
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
ヘ
行
く
途
中
ア
メ

リ
カ
で
留
学
中
の
長
男
の
小
鹿
に
会
う
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
日
本
の
様
子
を
話

す
と
と
も
に
、
も
っ
と
勉
強
す
る
よ
う
に
と
の
伝
言
を
依
頼
し
て
い
る
。
追
書

0
)
法
律
学
研
究
の
た
め
官
費
留
学
生
に
選
ば
れ
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
。
こ

27 
富
田
貞
次
郎
に
あ
て
て
勝
海
舟
が
送
っ
た
書
簡
゜

現
状
は
巻
子
装
。
冒
頭
部
分
を
欠
く
。
歌
川
和
子
氏
寄
贈
。

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六

•
-
c
mx
横
六
六
・
八

c
m

資
料
番
号

富
田
貞
次
郎
宛
勝
海
舟
書
簡

9
6
0
0
0
0
2
1
 

（
明
治
四
年
）
正
月
八
日

〈
勁
草
別
巻
1
〉

勝
海
舟
宛
大
山
網
良
書
簡

8
9
2
0
5
1
5
2
 

が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
末
尾
宛
所
と
な
る
べ
き
部
分
が
切
断
さ
れ
欠
損
し
て
い

こ
と
を
勝
海
舟
に
詫
び
た
書
状
。
明
治
五
年
(
-
八
七
二
）
三
月
、
海
舟
は
静

岡
を
離
れ
東
京
に
帰
っ
て
き
て
い
る
。
天
皇
は
六
月
二
十
二
日
鹿
児
島
に
着

き
、
七
月
二
日
ま
で
県
内
を
巡
覧
し
た
。

大
山
綱
良
（
格
之
助
）
は
、
薩
摩
藩
士
で
西
郷
隆
盛
・
大
久
保
利
通
ら
と
と

か
ら
七
年
に
は
県
令
と
な
る
。
西
郷
下
野
後
に
開
設
さ
れ
た
私
学
校
を
支
援

し
、
明
治
十
年
(
-
八
七
七
）
二
月
西
南
戦
争
が
起
こ
る
と
官
金
十
五
万
円
を

軍
資
に
供
し
た
。
そ
の
罪
で
三
月
官
位
を
剥
奪
さ
れ
、
九
月
三
十
日
長
崎
で
斬

刑
に
処
さ
れ
た
。
五
十
三
歳
。

に
よ
り
賞
典
禄
八
百
石
を
受
け
た
。
明
治
四
年
鹿
児
島
県
参
事
、
同
六
年
権
令

も
に
倒
幕
運
動
に
参
加
し
た
。
戊
辰
戦
争
で
は
奥
羽
各
地
を
転
戦
し
、
そ
の
功

県
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
直
接
訪
問
し
て
挨
拶
で
き
な
か
っ
た

在
東
京
の
鹿
児
島
県
参
事
大
山
綱
良
が
、
明
治
天
皇
の
西
国
巡
幸
で
急
に
帰

る゚
28 

現
状
は
巻
子
装
。
冒
頭
、
宛
名
部
分
が
端
載
さ
れ
て
、
本
紙
冒
頭
に
貼
り
継

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六
・
五

em
x
横
五
七
・
八
Cm

資
料
番
号

（
明
治
五
年
五
月
）
二
十
六
日

67
 
ー



本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

た
だ
し
、
日
記
に
は
こ
の
書
簡
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

大
輔
が
実
質
的
な
長
官
）
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
海
舟
は
、
台
湾
偵
察
の
件
で
海

形
を
と
っ
て
い
た
琉
球
国
を
日
本
国
版
図
の
琉
球
藩
と
し
た
。
こ
の
事
件
は
日

殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。
翌
五
年
九
月
明
治
政
府
は
、
日
清
両
国
帰
属
の

横
―
-
．

o
e
m

29 

勝
海
舟
宛
三
条
美
実
書
簡

8
9
2
0
5
1
8
4
 

（
包
紙
）
縦
一
七
．

o
c
r
n
X

太
政
大
臣
三
条
美
実
が
勝
海
舟
に
、
台
湾
へ
派
遣
す
る
偵
者
の
人
選
を
依
頼

し
た
書
簡
゜

明
治
四
年
(
-
八
七
一
）
十
一
月
、
台
湾
に
漂
着
し
た
琉
球
人
が
現
地
人
に

清
両
国
間
の
外
交
問
題
に
発
展
す
る
。
五
年
五
月
海
軍
大
輔
（
卿
不
在
の
た
め

軍
少
輔
川
村
純
義
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
た
。
「
海
舟
日
記
」
明
治
五
年
十
月
十

七
日
条
に
「
川
村
台
湾
之
事
（
中
略
）
井
台
湾
江
高
屋
井
両
人
可
遣
事
等
談
す
」

と
あ
る
。
同
月
二
五
日
条
に
は
「
此
夜
三
条
殿
江
参
、
台
湾
之
儀
二
付
愚
存
申
上

（
マ
マ
）

る
」
、
晦
日
条
に
は
「
三
条
殿
江
口
上
覚
書
差
上
、
太
輔
の
職
務
御
免
之
事
申
上
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
三
条
の
返
事
が
、
こ
の
書
簡
と
思
わ
れ
る
。

が
れ
て
い
る
。

現
状
は
巻
子
装
。
宛
名
の
書
か
れ
た
包
紙
が
端
載
さ
れ
て
、
本
紙
に
貼
り
継

法
量
（
本
紙
）
縦
一
七
．

o
c
r
n
X
横
六
四
・
ニ

Cm

資
料
番
号

（
明
治
五
年
）
十
一
月
朔
日

の
不
調
和
が
生
じ
て
、
海
舟
は
苦
慮
し
て
い
た
。

資
料
番
号

8
9
2
0
5
1
8
1
 

に
殺
害
さ
れ
た
事
件
の
問
責
交
渉
は
、
琉
球
の
帰
属
問
題
に
も
関
連
し
、
清
国

と
の
重
大
な
外
交
問
題
と
な
っ
た
。
七
年
二
月
明
治
政
府
は
台
湾
出
兵
を
決
定

し
、
四
月
西
郷
従
道
を
台
湾
蕃
地
事
務
都
督
に
、
大
隈
重
信
を
台
湾
蕃
地
事
務

局
長
に
任
じ
た
。
し
か
し
、
米
英
両
国
が
局
外
中
立
の
姿
勢
を
示
し
、
出
兵
に

反
対
す
る
参
議
木
戸
孝
允
が
辞
表
を
出
し
た
こ
と
で
、
政
府
は
い
っ
た
ん
出
兵

中
止
を
決
め
た
が
、
西
郷
が
強
硬
に
こ
れ
を
す
す
め
、
五
月
十
七
日
長
崎
を
発

ち
台
湾
に
進
撃
し
た
。
こ
の
時
海
舟
は
海
軍
卿
で
あ
っ
た
が
、
海
軍
内
部
で
は

海
軍
少
将
伊
東
祐
麿
な
ど
海
舟
と
同
じ
く
台
湾
出
兵
反
対
派
と
、
出
兵
を
主
張

す
る
海
軍
少
輔
川
村
純
義
ら
が
お
り
、
五
月
に
川
村
が
辞
表
を
出
す
な
ど
内
部

こ
の
意
見
書
で
海
舟
は
、
台
湾
出
兵
に
つ
い
て
、
清
国
と
の
関
係
に
配
慮
す

る
よ
う
忠
告
し
て
き
た
の
を
無
視
し
た
結
果
、
今
日
の
事
態
に
な
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。
さ
ら
に
海
軍
内
で
も
不
服
が
生
じ
て
自
分
に
は
強
い
て
命
令
す
る

に
し
の
び
な
い
の
で
、
陸
海
軍
の
全
権
は
都
督
西
郷
・
局
長
大
隈
に
委
任
し
て

出
兵
の
目
的
を
貫
徹
す
れ
ば
い
い
と
述
べ
て
い
る
。
「
海
舟
日
記
」
明
治
七
年
五

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
一
月
、
台
湾
に
漂
着
し
た
琉
球
人
が
現
地
住
民

現
状
は
巻
子
装
。

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六
・
七

cmx
横
六
四
・
四

em

30

勝
海
舟
意
見
書
草
稿
（
台
湾
出
兵
に
つ
き
）

（
明
治
七
年
五
月
頃
）
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渉
の
段
階
に
入
り
、
八
月
一
日
大
久
保
利
通
が
全
権
弁
理
大
臣
と
な
っ
た
。

書。
台
湾
処
分
に
つ
き
、
万
一
清
国
と
戦
端
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合

現
状
は
巻
子
装
。
「
内
達
演
説
書
」

．（
次
号
）
．
が
付
属
す
る
。

法
量
（
本
紙
）
縦
二

O・
六

Cm
x
横
七

0
．
七

em

資
料
番
号

31

内
達
（
台
湾
出
兵
に
つ
き
）

月
十
二
日
条
に
は
「
唯
武
連
来
訪
、
都
督
井
局
長
江
兵
権
御
任
せ
之
申
立
、
川
村

辞
表
差
出
候
旨
申
越
」
と
あ
り
、
こ
の
意
見
書
は
こ
の
こ
ろ
提
出
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

8
9
2
0
5
1
8
2
 

は
、
軍
事
方
略
を
陸
海
軍
に
専
任
さ
せ
る
の
で
よ
ろ
し
く
協
議
せ
よ
と
の
内
達

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
五
月
に
は
じ
ま
っ
た
台
湾
出
兵
は
、
清
国
と
の
交

方
、
七
月
八
日
の
閣
議
で
は
清
と
の
戦
争
も
や
む
な
し
と
し
、
陸
海
軍
に
対
し

軍
事
作
戦
を
協
議
す
る
よ
う
決
め
た
。
本
内
達
は
、
こ
の
趣
旨
を
海
軍
卿
で
あ

る
勝
海
舟
に
通
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
海
舟
日
記
」
明
治
七
年
八
月
二
日
条
に

は
、
「
旧
地
之
事
務
、
陸
軍
協
議
之
御
内
達
有
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
に
反

対
す
る
海
舟
は
七
月
の
閣
議
を
欠
席
し
、
海
軍
部
内
で
も
困
難
な
立
場
と
な

本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

明
治
七
年
八
月
二
日

本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

い
と
廟
議
で
決
定
し
た
た
め
、
陸
海
軍
は
省
議
を
つ
く
し
て
軍
事
作
戦
を
協
議

ら
な
い
よ
う
交
渉
に
つ
と
め
る
が
、
交
渉
が
決
裂
し
た
場
合
は
開
戦
も
辞
さ
な

台
湾
問
題
で
清
と
の
交
渉
の
た
め
公
使
派
遣
が
決
ま
り
、
清
と
の
和
親
を
破

現
状
は
巻
子
装
。
前
号
「
内
達
」
の
付
属
文
書
。

法
量
（
本
紙
）
縦
二
0
•
六
e
mx
横
五
一
・
七

e
m

資
料
番
号

32

内
達
演
説
書
（
台
湾
出
兵
に
つ
き
）

明
治
七
年
八
月
二
日
）

本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

せ
ず
、
翌
八
年
四
月
に
よ
う
や
く
辞
職
が
承
認
さ
れ
た
。

が
長
崎
で
破
損
し
た
責
任
を
と
っ
て
待
罪
書
を
提
出
し
、
そ
の
後
閣
議
に
出
席

り
、
し
き
り
に
辞
意
を
表
明
し
た
。
八
月
二
十
八
日
、
海
舟
は
軍
艦
「
東
艦
」

8
9
2
0
5
1
8
3
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本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

同
十
五
年
十
月
の
間
ま
た
は
そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

と
か
ら
、
家
達
が
イ
ギ
リ
ス
留
学
を
し
た
明
治
十
年
(
-
八
七
七
）
十
月
か
ら

て
い
る
。

幕
府
崩
壊
時
に
徳
川
家
の
御
手
許
金
を
残
ら
ず
取
り
集
め
大
判
二
五

0
0枚

（
六
万
両
に
相
当
）

に
替
え
た
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
。
徳
川

が
、
時
の
政
府
が
不
同
意
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
も
と
に
新
領
地
の
三
河
・

遠
江
・
駿
河
の
大
農
主
か
ら
田
畑
山
林
を
買
い
上
げ
、
徳
川
家
の
家
産
に
す
る

つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
結
局
そ
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
当
主

の
徳
川
家
達
（
文
中
の
「
三
位
殿
」
）
の
留
学
費
用
に
充
当
す
る
よ
う
に
提
言
し

本
資
料
の
年
次
は
不
明
だ
が
、
家
達
の
留
学
費
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ

家
が
七

0
万
石
を
下
賜
さ
れ
た
時
に
、
こ
の
手
許
金
を
返
上
し
よ
う
と
し
た

ま
れ
て
い
る
。

現
状
は
巻
子
装
。
「

37

徳
川
家
々
政
二
付
愚
存
」
の
余
白
に
重
ね
て
貼
り
込

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六

•
O
C
r
n
X
横
六
三
・
六

c
m

資
料
番
号

8
9
2
0
5
1
7
8
 

33

勝
海
舟
意
見
書
写
（
徳
川
家
手
許
金
に
つ
き
）

明
治
十
年
以
前
）

出
さ
ず
黙
認
の
形
を
と
っ
た
こ
と
、
慶
喜
が
千
駄
ヶ
谷
の
家
達
邸
に
立
ち
寄
ら

在
し
た
。
こ
の
慶
喜
の
出
府
に
つ
い
て
、
海
舟
の
存
念
を
春
嶽
に
説
明
し
た
の

て
い
る
。

9
4
1
0
0
1
4
1
 

（
副
状
）
縦
二
三
・
ニ

Cm
x

（
封
筒
）
縦
一
九
・
ニ
C
mx
横
一
四
•
四

C
m

書
簡
を
納
め
た
白
封
筒
に
十
一
月
十
九
日
の
日
付
で
、
勝
海
舟
か
ら
の
「
秘

密
書
翰
」
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
松
平
慶
永
（
春
嶽
）

の
署
名
が
あ
る
。
封

筒
裏
上
下
に
は
、
「
慶
永
」
の
封
印
が
あ
る
。
十
一
月
十
九
日
は
松
平
春
嶽
が
書

簡
を
受
け
取
っ
た
日
。
副
状
は
二
つ
折
り
し
た
料
紙
二
枚
に
わ
た
っ
て
書
か
れ

「
海
舟
日
記
」
明
治
十
九
年
十
一
月
二
十
日
条
に
は
「
一
昨
日
、
春
嶽
殿
江
一

堂
殿
御
出
府
の
転
末
趣
意
書
差
出
」
と
あ
る
。
「
一
堂
」
は
海
舟
が
贈
っ
た
徳
川

慶
喜
の
号
。

明
治
十
九
年
秋
、
慶
喜
は
生
母
吉
子
へ
の
病
気
見
舞
の
た
め
、
極
秘
に
静
岡

を
出
て
十
一
月
五
日
生
家
で
あ
る
東
京
の
水
戸
徳
川
家
へ
入
り
十
五
日
ま
で
滞

が
こ
の
書
簡
で
あ
る
。
海
舟
は
こ
の
件
に
つ
い
て
、
政
府
に
は
正
式
な
届
け
を

な
か
っ
た
こ
と
、
春
嶽
ら
親
戚
へ
も
事
前
に
知
ら
せ
ず
帰
途
内
々
に
会
う
こ
と

に
な
っ
た
経
緯
を
述
べ
、
慶
喜
が
私
情
で
み
だ
り
に
東
京
に
出
て
軽
々
し
い
ふ

現
状
は
巻
軸
装
。
勝
部
真
長
氏
寄
託
。

横
六
七
・
九

em

法
量
（
本
紙
）
縦
一
六
・
五

em
x
横
二
八
・
八

Cm

資
料
番
号

34

松
平
春
嶽
宛
勝
海
舟
書
簡
（
付
副
状
）

（
明
治
十
九
年
）
十
一
月
十
八
日

179 



法
量
（
本
紙
）
縦
一
七
・
五

cm
x
横
六
八
・
五

em

資
料
番
号

35

勝
海
舟
意
見
書
写
（
条
約
改
正
に
つ
き
）

（
明
治
二
十
二
年
）
十
月
二
十
日

本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

今
後
の
慶
喜
の
東
京
帰
住
の
環
境
を
整
え
る
た
め
の
配
慮
で
あ
っ
た
こ
と
を
説

「
海
舟
日
記
」
明
治
十
九
年
十
一
月
二
日
条
に
は
、
「
慶
喜
殿
明
後
日
水
戸
江

御
著
之
旨
、
宮
内
省
江
は
無
御
届
、
伊
藤
大
臣
呑
込
被
成
候
哉
、
山
岡
よ
り
申
談

済
」
と
あ
る
。
慶
喜
は
そ
の
後
、
数
度
の
出
府
を
へ
て
明
治
三
十
年
十
一
月
東

京
に
掃
住
、
翌
年
三
月
に
明
治
天
皇
と
の
対
面
を
果
た
し
た
。

8
9
2
0
5
1
6
2
 

（
マ
マ
）

現
状
は
巻
子
装
。
冒
頭
に
「
十
六
日
大
臣
遭
変
あ
り
、
人
心
騒
然
廟
堂
不
一

定
、
黙
止
に
不
忍
、
松
方
西
郷
両
氏
へ
送
之
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
意
見
書
が
明

治
二
十
二
年
(
-
八
八
九
）
十
月
二
十
日
に
大
蔵
大
臣
松
方
正
義
と
海
軍
大
臣

西
郷
従
道
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
跡
か
ら
見
て
、
勝

平
斉
民
（
十
一
代
将
軍
家
斉
の
十
六
男
）
の
こ
と
。

文
中
、
「
確
堂
様
」
は
、
旧
津
山
藩
主
で
維
新
後
家
達
の
後
見
人
と
な
っ
た
松

明
し
て
い
る
。

る
ま
い
を
し
て
は
、

一
段
も
二
段
も
低
い
扱
い
を
受
け
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
、

か
れ
て
お
り
、
数
ヶ
所
に
加
除
訂
正
痕
が
あ
る
。

本
資
料
と
ほ
ぽ
同
文
の
海
舟
自
筆
草
稿
が
、
講
談
社
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

道
に
反
し
、
人
心
の
向
背
を
察
し
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
と
指
摘
、
早
く
閣
譲

当
時
は
黒
田
清
隆
内
閣
で
、
外
務
大
臣
大
隈
重
信
が
条
約
改
正
の
交
渉
に
あ

か
れ
た
御
前
会
議
は
不
調
に
終
わ
り
、
十
八
日
大
隈
が
爆
弾
を
投
げ
ら
れ
負
傷

「
海
舟
日
記
」
明
治
二
十
二
年
十
月
二
十
日
条
に
、
「
松
方
西
郷
江
一
封
遣
」

と
あ
り
、
こ
の
意
見
書
を
送
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
海
舟
は
、

薩
長
な
ど
「
独
立
不
謡
之
侯
伯
」
が
幕
府
の
外
交
政
策
を
嫌
っ
て
幕
府
を
倒
し

苦
し
ん
で
い
る
と
皮
肉
っ
た
。
こ
の
二
度
の
大
臣
の
遭
難
事
件
（
二
月
十
一
日

文
部
大
臣
森
有
礼
殺
害
、
十
月
十
八
日
大
隈
重
信
暗
殺
未
遂
）
は
、
自
然
の
大

一
決
し
国
民
か
ら
恨
み
を
買
わ
な
い
よ
う
に
猛
省
を
う
な
が
し
て
い
る
。
し
か

し
、
海
舟
の
忠
告
は
採
用
さ
れ
ず
、
二
十
五
日
黒
田
内
閣
は
倒
れ
た
。

講
談
社
版
全
集
は
、
こ
れ
を
底
本
と
し
て
い
る
。
講
談
社
本
は
、
明
治
期
の
海

舟
が
し
ば
し
ば
用
い
た
、
崩
し
卍
の
地
紋
で
天
地
に
金
泥
を
ひ
い
た
料
紙
に
書

た
の
に
、
そ
の
侯
伯
た
ち
が
政
府
の
要
人
と
な
り
、
今
外
国
の
国
法
に
よ
っ
て

こ。t
 
離
れ
た
性
急
な
改
正
で
あ
る
な
ら
中
止
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
っ

す
る
事
件
が
起
き
た
。
海
舟
は
政
府
の
進
め
る
条
約
改
正
に
つ
い
て
、
民
意
を

十
一
日
大
隈
案
に
反
対
の
枢
密
院
議
長
伊
藤
博
文
が
辞
表
を
提
出
、
十
五
日
開

た
っ
て
い
た
。
し
か
し
国
内
で
は
大
隈
案
に
対
す
る
反
対
論
が
高
ま
り
、
十
月

海
舟
の
自
筆
で
は
な
く
、
他
筆
に
よ
る
写
本
か
。
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な
っ
た
の
で
、
海
舟
に
資
金
の
援
助
を
懇
願
し
て
い
る
。

町
の
知
人
木
部
の
も
と
に
寄
宿
し
て
い
る
が
、
木
部
家
も
困
窮
す
る
よ
う
に

ぉ
ち
ぶ
れ
た
生
活
の
中
、
松
之
丞
の
母
が
死
ん
だ
。
松
之
丞
は
四
谷
区
北
伊
賀

な
っ
た
た
め
、
旧
知
の
縁
で
海
舟
に
邸
宅
を
売
却
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
生

J

の
歎
願
書
に
よ
る
と
、
柴
田
家
は
明
治
維
新
後
没
落
し
て
家
計
が
困
難
に

郎
江
家
作
譲
受
代
五
百
両
渡
す
」
と
あ
る
。

え
る
ま
で
の
住
ま
い
と
し
た
。
柴
田
家
は
も
と
五
五

0
0石
の
旗
本
で
あ
っ

お
よ
ぶ
広
大
な
宅
地
を
松
之
丞
の
父
柴
田
七
九
郎
か
ら
購
入
し
て
、
生
涯
を
終

〈
講
談
社
2
〉

柴
田
松
之
丞
歎
願
書

る
。
勝
部
真
長
氏
寄
託
。

36 

資
料
番
号

法
量

縦
二
五
．

o
c
r
n
X
横
一
五
・
六

em

9
4
1
0
0
1
4
4
 

二
つ
折
り
の
料
紙
五
枚
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
、
こ
よ
り
で
綴
じ
ら
れ
て
い

柴
田
松
之
丞
が
木
部
謙
司
と
連
名
で
、
勝
海
舟
に
あ
て
た
歎
願
書
。

明
治
五
年
、
静
岡
か
ら
帰
京
し
た
海
舟
は
、
赤
坂
氷
川
町
の
二
五

0
0坪
に

た
。
「
海
舟
日
記
」
明
治
五
年
(
-
八
七
二
）
五
月
二
十
三
日
条
に
「
柴
田
七
九

活
は
困
難
を
き
わ
め
、
七
九
郎
夫
妻
は
元
の
知
行
地
で
あ
る
丹
波
国
へ
赴
き
、

明
治
二
十
六
年
八
月
十
五
日

ー8
 

な
お
、
松
戸
市
戸
定
歴
史
館
に
は
、
慶
喜
の
筆
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
「
御
家
ー

る。 し
ま
っ
た
の
で
、
自
分
が
代
わ
っ
て
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
と
記
し
て
い

二
枚
は
余
白
）
。

8
9
2
0
5
1
7
7
 

法
星
（
本
紙
）
縦
二
四

•
-
C
r
n
X
横
一
五
五

·
-
C
r
n

現
状
は
巻
子
装
。
二
つ
折
り
の
料
紙
（
六
枚
か
）

に
書
か
れ
て
い
る
（
終
尾

一
枚
目
は
表
紙
で
、
料
紙
左
端
に
あ
た
る
部
分
（
表
題
よ
り
右

部
分
は
端
載
さ
れ
て
い
る
）
に
「
明
治
廿
七
年
七
月
徳
川
家
々
政
二
付
愚
存
」

勝
海
舟
が
徳
川
家
達
に
あ
て
た
も
の
で
、
旧
徳
川
将
軍
家
の
存
続
は
、
家
康

以
来
の
威
徳
と
、
幕
末
維
新
の
変
革
時
に
あ
っ
て
は
朝
廷
の
厚
恩
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
徳
川
慶
喜
と
現
当
主
の
家
達
に
自
重
す
る
よ
う
訓

戒
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
在
の
徳
川
宗
家
は
、
朝
恩
に
よ
り
新
規
に
取
り
立

て
ら
れ
た
家
で
あ
り
、
公
儀
上
に
お
け
る
家
達
の
祖
宗
お
よ
び
慶
喜
へ
の
対
し

方
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
て
い
る
。
最
後
に
、
こ
の
問
題
は
大
久
保
一
翁
や
山

岡
鉄
舟
が
深
く
苦
慮
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
両
人
は
す
で
に
故
人
と
な
っ
て

と
勝
海
舟
の
自
筆
で
表
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。

資
料
番
号

37

勝
海
舟
意
見
書
写
（
「
徳
川
家
々
政
二
付
愚
存
」
）

本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

明
治
二
十
七
年
七
月



と
ろ
（
泥
）
仏
」
と
い
う
句
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
最
後
の
料
紙
に
は
、
「
物
い
つ
て
人
お
ど
ろ
か
す

い
る
）
に
「
廿
八
年
五
月
廿
一
日

38 之
大
旨
趣
愚
存
」
と
題
す
る
こ
の
意
見
書
の
写
し
と
、
明
治
二
十
七
年
七
月
付

の
海
舟
が
宮
内
大
臣
土
方
久
元
に
あ
て
た
書
付
の
写
し
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
意
見
書
は
海
舟
か
ら
家
達
に
出
さ
れ
た
後
、
家
達
か
ら

旧
幕
臣
の
溝
口
勝
如
を
通
じ
て
慶
喜
に
見
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
土
方
久
元
あ
て

の
書
付
に
は
、
慶
喜
の
東
京
で
の
居
住
先
に
つ
い
て
海
舟
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
家
達
あ
て
の
こ
の
意
見
書
は
、
慶
喜
の
東
京
帰
住
後
の
慶
喜
家
と
徳

川
宗
家
と
の
関
係
を
確
認
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
松
戸

勝
海
舟
意
見
書
草
稿
．
（
「
朝
鮮
所
置
愚
説
」
）

資
料
番
号
-
8
9
2
0
5
1
7
4
 

法
量
（
本
紙
）
縦
二
三
・
九

cmx
横
一

0
-

．-
C
r
n

朝
鮮
所
置
愚
説
」
と
勝
海
舟
の
自
筆
で
表

目
は
表
紙
で
、
料
紙
左
端
に
あ
た
る
部
分
（
表
題
よ
り
右
部
分
は
端
載
さ
れ
て

現
状
は
巻
子
装
。
二
つ
折
り
の
料
紙
（
五
枚
か

本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

市
戸
定
歴
史
館
「
徳
川
慶
喜
j

展
図
録
参
照
）
。

に
書
か
れ
て
い
る
。

一
枚

明
治
二
十
八
年
五
月
二
十
一
日

〈
改
造
社
10

勁
草
別
巻
2

講
談
社
2
2〉

は
窮
地
に
立
た
さ
れ
、
朝
鮮
へ
の
措
置
に
苦
慮
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
海

舟
は
こ
の
よ
う
な
意
見
書
を
政
府
当
局
者
に
送
っ
た
。
「
海
舟
日
記
」
明
治
二
十

置
愚
存
書
を
示
す
」
と
あ
る
。

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
隣
国
（
ロ
シ
ア
）
が
、
日
本
の
措
置
は
東
洋
の
治
安
を
乱

す
も
の
と
し
て
介
入
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
述
べ
、
今
後
の
朝
鮮
に
つ
い
て
は
ロ

シ
ア
に
清
国
を
加
え
て
三
か
国
間
で
協
議
し
て
問
題
を
解
決
す
べ
き
と
提
言
し

て
い
る
。
し
か
し
、
清
国
の
力
を
弱
め
る
政
策
を
と
っ
て
い
た
伊
藤
内
閣
は
、

こ
の
主
張
を
受
け
入
れ
る
こ
と
な
く
、
十
月
に
は
閉
妃
暗
殺
事
件
を
起
こ
し
、

翌
二
十
九
年
二
月
に
は
朝
鮮
国
王
が
ロ
シ
ア
公
使
館
に
移
る
「
露
館
播
遷
」
事

件
へ
と
、

ロ
シ
ア
と
の
対
立
を
深
め
る
路
線
を
進
ん
だ
。

こ
の
意
見
書
で
海
舟
は
、
日
本
の
対
朝
鮮
政
策
は
そ
の
初
め
か
ら
誤
り
で
あ

八
年
(
-
八
九
五
）
六
月
一
日
条
に
は
「
松
方
ヲ
訪
ふ
、
朝
鮮
所
分
遼
東
之
所

日
清
戦
争
後
、
朝
鮮
へ
の
ロ
シ
ア
が
影
響
力
が
増
大
し
た
の
で
、
明
治
政
府

182 



設
が
彼
ら
の
功
に
報
い
る
道
で
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

を
集
積
す
る
大
貿
易
場
と
し
て
、
東
洋
発
展
の
促
進
を
図
る
よ
う
提
案
し
て
い

鉄
道
を
共
同
で
敷
設
し
、
旅
順
な
ど
の
良
港
に
直
結
さ
せ
、
満
州
方
面
の
物
資

い
る
）
に
「
五
月
之
私
議
草
稿
拍
」
と
勝
海
舟
自
筆
の
表
題
が
あ
る
。

目
は
表
紙
で
、
料
紙
左
端
に
あ
た
る
部
分
（
表
題
よ
り
右
部
分
は
端
戟
さ
れ
て

39 

勝
海
舟
意
見
書
草
稿
写
（
「
五
月
之
私
議
草
稿
拍
」
）

8
9
2
0
5
1
6
9
 

法
量
（
本
紙
）
縦
二
三
・
九

em
x
横
九

O・
九
Cm

現
状
は
巻
子
装
。
二
つ
折
り
の
料
紙
（
六
枚
か
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
四
月
の
日
清
講
和
条
約
調
印
後
、
遼
東
半
島

の
割
譲
に
反
対
す
る
独
•
仏
・
露
の
三
か
国
は
日
本
に
清
国
へ
の
返
還
を
勧
告

し
（
三
国
干
渉
）
、
こ
れ
を
受
け
て
明
治
政
府
は
五
月
十
日
遼
東
半
島
返
還
の
詔

を
出
し
た
。
本
書
は
こ
れ
に
先
だ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
国
干

渉
に
つ
い
て
、
海
舟
は
「
三
国
の
申
出
に
対
し
深
謝
す
へ
き
な
り
」
と
こ
れ
を

歓
迎
し
、

さ
ら
に
償
金
の
ご
と
き
は
み
だ
り
に
受
領
せ
ず
、
清
国
と
協
議
し
て

る
。
さ
ら
に
こ
の
戦
争
で
多
く
の
兵
士
が
戦
死
し
た
こ
と
に
言
及
し
、
鉄
道
敷

な
お
、
本
資
料
と
ほ
ぽ
同
文
で
「
五
月
十
六
日
議
長
江
示
す
」
と
注
記
の
あ
る

自
筆
草
稿
が
、
富
岡
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
明
治
期
の
海
舟
が
し
ば
し

ば
用
い
た
、
崩
し
卍
の
地
紋
で
天
地
に
金
泥
を
ひ
い
た
料
紙
に
書
か
れ
て
お

資
料
番
号

一
枚

明
治
二
十
八
年
五
月

り
、
加
除
訂
正
痕
等
か
ら
、
富
岡
美
術
館
本
の
方
が
本
資
料
よ
り
前
の
段
階
に

勝
海
舟
意
見
書
草
稿
（
「
近
事
私
議
第
＿
」
）

資
料
番
号

8
9
2
0
5
1
6
8
 

法
量
（
本
紙
）
縦
二
三
・
九
Cm
x

横
一
五
五
．

o
e
m

同
年
十
一
月

近
事
私
議
第
一
」
と
勝
海
舟

こ
の
意
見
書
で
海
舟
は
、
明
治
維
新
で
幕
府
を
倒
し
た
藩
閥
が
維
新
後
二
十

八
年
た
っ
た
今
、
国
民
か
ら
攻
撃
さ
れ
て
い
る
さ
ま
を
述
べ
た
上
で
、
日
本
が

清
国
か
ら
遼
東
半
島
返
還
の
償
金
を
受
け
取
っ
た
（
十
月
三
十
一
日
）
と
の
報

に
つ
い
て
、
「
五
月
之
私
議
」
（
前
号
）
で
示
し
た
日
清
共
同
の
鉄
道
敷
設
案
を

あ
ら
た
め
て
提
示
し
、

40 

日
・
清
・
露
で
協
議
す
べ
き
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
外
交
の
つ
ま
づ
き
の
結
果
、
こ
こ
数
年
来
大
津
事
件
（
明

治
二
十
四
年
五
月
）
や
清
国
全
権
大
使
李
鴻
章
へ
の
傷
害
事
件
（
明
治
二
十
八

の
自
筆
で
表
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。

い
る
）
に
「
明
治
廿
八
年
五
月

目
は
表
紙
で
、
料
紙
左
端
に
あ
た
る
部
分
（
表
題
よ
り
右
部
分
は
端
裁
さ
れ
て

現
状
は
巻
子
装
。
二
つ
折
り
の
料
紙
（
四
枚
か
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

書
か
れ
た
草
稿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
枚

明
治
二
十
八
年
十
一
月
二
十
一
日
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本
資
料
は
い
ず
れ
の
全
集
に
も
未
収
で
あ
る
。

か
れ
て
い
る
（
講
談
社
蔵

五
月
の
時
と
同
じ
く
伊
藤
内
閣
は
こ
の
意
見
を
無
視
し
た
が

か
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

一
方
清
国
は

と
を
指
摘
し
、
こ
の
最
悪
の
状
況
を
打
開
す
る
に
は
、
現
政
府
の
決
断
に
か

年
―
―
―
月
）
、
閲
妃
暗
殺
事
件
（
同
年
十
月
）
の
よ
う
な
事
件
が
相
次
い
で
い
る
こ

翌
二
十
九
年
五
月
李
鴻
章
と
ロ
シ
ア
交
通
相
ウ
ィ
ッ
テ
と
の
間
で
露
清
条
約
を

結
び
、
日
本
の
攻
撃
に
対
す
る
共
同
防
衛
を
密
約
す
る
と
と
も
に
、

東
清
鉄
道
の
敷
設
権
を
獲
得
し
、
日
本
は
孤
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
翌
二
十
九
年
二
月
に
は
「
近
事
私
議
第
二
」
と
題
す
る
意
見
書
が
書

講
談
社
版
全
集
2
所
収
）
。

ロ
シ
ア
が

184 



勝海舟関係資料 マイクロフィルム版目録

1.文書の部

史料覆書h資料番号 請求記号 検索比 コ マ 資 料 名

1 89205179 FKA/2/1 
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0001-0005 勝海舟意見書写（「伊勢両宮御警衛

向二付申上候書付」）

2 89205153 FKA/2/1 4 0001-0008 勝海舟宛島津斉彬書簡

3 89205193 FKA/2/1 33 0001-0005 勝海舟宛松平信敏書簡

4 89205165 FKA/2/1 12 0001-0005 勝海舟意見書写（「江戸御警衛」）

5 89205166 FKA/2/1 
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0001-0007 勝海舟意見書草稿（「御府内四方堡

塞大略」）

6 89205189 FKA/2/1 29 0001-0005 松平春嶽宛勝海舟書簡草稿

7 89205192 FKA/2/1 32 0001-0006 勝海舟宛松平春嶽書簡

8 89205190 FKA/2/1 
30 
0001-0003 勝海舟意見書草稿（徳川家茂再上洛

につき）， 89205191 FKA/2/1 31 1 松平春嶽宛勝海舟書簡草稿

10 89205199 FKA/2/1 37 0001-0007 佐久間象山遭難報告書

11 89205186 FKA/2/1 
27 
0001-0004 勝海舟意見書草稿（第一次長州征討

につき）

12 89205150 FKA/2/8 1 1 勝海舟宛西郷隆盛書簡

13 89205198 FKA/2/1 36 0001-0005 勝海舟宛土方歳三書簡

14 89205155 FKA/2/1 5 0001-0005 松平春嶽宛勝海舟書簡草稿

15 89205187 FKA/2/1 
28 
0001-0004 勝海舟伺書草稿（「芸州表江為御用

向罷越候心得伺」）

16 89205196 FKA/2/8 
2 

1 御沙汰書（和宮警衛と帰洛の便宜に
つき）

17 89205195 FKA/2/8 3 1 御沙汰書副状

18 89205158 FKA/2/1 
7 
0001-0005 勝海舟歎願書草稿（京都新政府軍の

江戸攻撃に対する代訴文）

19 89205161 FKA/2/1 ， 0001-0004 勝海舟意見書草稿（示都新政府へ関
東の実情につき訴文）

20 89205151 FKA/2/8 4 1 勝海舟宛西郷隆盛書簡

21 89205201 FKA/2/1 
38 
0001-0004 東征大総督府委任書（江戸鎮撫につ

き）

22 89205202 FKA/2/1 
39 
0001-0006 勝海舟歎願書写（徳川慶喜江戸帰住

につき）

23 89205159 FKA/2/1 
8 
0001-0005 勝海舟意見書草稿（「人心離散之御

答」）

24 89205163 FKA/2/1 11 0001-00ll 勝海舟宛八田知紀書簡

25 86003001 FKA/2/8 10 0001-0006 勝小鹿海外渡航許可証写

26 89205175 FKA/2/1 19 0001-0005 勝海舟宛柳原前光書簡

27 96000021 FKA/2/8 10 0001-0005 富田貞次郎宛勝海舟書簡

28 89205152 FKA/2/8 6 1 勝海舟宛大山綱良書簡

29 89205184 FKA/2/1 26 0001-0004 勝海舟宛三条実美書簡

30 89205181 FKA/2/8 
8 

1 勝海舟意見書草稿（台湾出兵につ
き）

31 89205182 FKA/2/1 24 0001-0002 内達（台湾出兵につき）

32 89205183 FKA/2/1 25 0001-0002 内達演説書（台湾出兵につき）

33 89205178 FKA/2/1 
21 
0001-0003 勝海舟意見書写（徳川家手許金につ

き）

34 94100141 FKA/2/5 11 0001-0004 松平春嶽宛勝海舟書簡（付副状）

35 89205162 FKA/2/1 10 0001-0003 勝海舟意見書写（条約改正につき）

36 94100144 FKA/2/5 13 0001-0006 勝海舟宛柴田松之丞歎願書

37 89205177 FKA/2/1 
20 
0001-0005 勝海舟意見書写（「徳川家々政二付

愚存」）

38 89205174 FKA/2/1 
18 
0001-0005 勝海舟意見書草稿（「朝鮮所置愚

説」）

39 89205169 FKA/2/1 
15 
0001-0004 勝海舟意見書草稿写（「五月之私議

草稿拍」）

40 89205168 FKA/2/1 
14 
0001-0006 勝海舟意見書草稿（「近時私議第

ー」）
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年 代

安政2年4月

（安政5年） 4月12日

（文久3年） 7月8日

（文久3年8月）

（文久3年8月）

（文久3年） 9月10日

（文久3年） 11月10日

（文久3年） 1 1月(12日頃）

（元治元年2月6日）

（元治元年） 7月16日

（元治元年8月以降）

（元治元年） 9月11日

（元治元年） 9月16日

（慶応元年） 10月5日

（慶応2年） 8月17日

（慶応4年正月受領）

（慶応4年正月受領）

（慶応4年正月 18日）

（慶応4年2月15日）

（慶応4年） 3月14日

（慶応4年）閏4月2日

慶応4年閏4月(4日）

（慶応4年）閏4月28日

（慶応4年） 7月13日

明治2年6月9日

（明治2年） 10月7日

（明治4年）正月 8日

（明治5年5月） 26日

（明治5年） 11月朔日

（明治7年5月頃）

明治7年8月2日

（明治7年8月2日）

（明治10年以前）

（明治19年） 1 1月18日

（明治22年） 1 0月20日

明治26年8月15日

明治27年7月

明治28年5月21日

明治28年5月

明治28年11月21日



2.著作の部

史料叢書h資料番号 請求記号 検索比 コ マ 資 料 名 年 代

- 94100145 FKA/2/5 14 0001-0028. 「夢酔卯年ひろいか記」 （天保14年）

- 94100140 FKA/2/5 10 0001-0097 「掌記ー」 安政2年以降

- 89205156 FKA/2/1 6 0001-0003 神戸海軍操練所碑文稿 元治元年10月8日以前

- 94100132 FKA/2/5 2 0001-0113 「海舟日記抄」浄書稿本 •1 （明治前期）

- 94100133 FKA/2/5 3 0001-0074 「海舟日記抄」浄書稿本2 （明治前期）

- 94100134 FKA/2/5 4 0001-0037 「海舟日記抄」浄書稿本3 （明治前期）

- 94100135 FKA/2/5 5 0001-0105 「海舟日記抄」浄書稿本4 （明治前期）

- 94100136 FKA/2/5 6 0001-0052 「海舟日記抄」浄書稿本5 （明治前期）

- 94100137 FKA/2/5 7 0001-0101 「海舟日記抄」浄書稿本6 （明治前期）

- 94100138 FKA/2/5 8 0001-0064 「海舟日記抄」浄書稿本7, （明治前期）

94100139 FKA/2/5 ， 0001-0038 「海舟日記抄」浄書稿本8 （明治前期）

89205203 FKA/2/1 40 0001-0022 「断腸之記」稿本 1 明治11年11月序

89205204 FKA/2/1 41 0001-0022 「断腸之記」稿本 2 明治11年11月序

89204086 FKA/2/8 12 0001-0033 「勝海舟先生詩草真蹟」 （明治19年頃）

89205205 FKA/2/1 42 0001-0073 「雑記瓦解以来会計草稿」 （明治中期）

89205206 FKA/2/1 43 0001-0133 「戊辰以来会計荒増」浄書稿本 （明治中期）

89205243 FKA/2/4 ， 0001-0058 「海舟別記」 1 明治前～中期

89205244 FKA/2/4 10 0001-0061 「海舟別記」 2 明治前～中期

89205245 FKA/2/4 11 0001-0064 「海舟別記」 3 明治前～中期

89205246 FKA/2/4 12 0001-0059 「海舟別記」 4 明治前～中期

89205247 FKA/2/4 13 0001-0061 「海舟別記」 5 明治前～中期

89205207 FKA/2/1 44 0001-0071 「吹塵録」浄書稿本首 明治20年

89205208 FKA/2/1 45 0001-0129 「吹塵録J浄書稿本 1 明治20年

89205209 FKA/2/1 46 0001-0072 「吹塵録」浄書稿本 2 明治20年

89205210 FKA/2/1 47 0001-0068 「吹塵録」浄書稿本 3 明治20年

89205211 FKA/2/1 48 0001-0050 「吹塵録」浄書稿本 4 明治20年

89205212 FKA/2/1 49 0001-0059 「吹塵録」浄書稿本 5 明治20年

89205213 FKA/2/2 1 0001-0096 「吹塵録J浄書稿本 6 明治20年

89205214 FKA/2/2 2 0001-0084 「吹塵録」浄書稿本 7 明治20年

89205215 FKA/2/2 3 0001-0103 「吹塵録」浄書稿本 8 明治20年

89205216 FKA/2/2 4 0001-0077 「吹塵録」浄書稿本 9 明治20年

89205217 FKA/2/2 5 0001-0076 「吹塵録」浄書稿本 1 0 明治20年

89205218 FKA/2/2 6 0001-0070 「吹塵録」浄書稿本 l l 明治20年

89205219 FKA/2/2 7 0001-0039 「吹塵録」浄書稿本 1 2 明治20年

89205220 FKA/2/2 8 0001-0053 「吹塵録J浄書稿本 1 3 明治20年

89205221 FKA/2/2 ， 0001-0104 「吹塵録」浄書稿本 1 4 明治20年

89205222 FKA/2/2 10 OOQl-0098 「吹塵録」浄書稿本 1 5 明治20年

89205223 FKA/2/2 11 0001-0082 「吹塵録」浄書稿本 1 6 明治20年

89205224 FKA/2/3 1 0001-0071 「吹塵録」浄書稿本 1 7 明治20年

89205225 FKA/2/3 2 0001-0092 「吹塵録j浄書稿本 1 8 明治20年

89205226 FKA/2/3 3 0001-0099 「吹塵録」浄書稿本 1 9 明治20年

89205227 FKA/2/3 4 0001-0064 「吹塵録」浄書稿本 2 0 明治20年
89205228 FKA/2/3 5 0001-0096 「吹塵録」浄書稿本 2 1 明治20年

89205229 FKA/2/3 6 0001-0085 「吹塵録」浄書稿本 2 2 明治20年

89205230 FKA/2/3 7 0001-0076 「吹塵録」浄書稿本 2 3 明治20年
89205231 FKA/2/3 8 0001-0087 ［吹塵録」浄書稿本 2 4 明治20年．

89205232 FKA/2/3 ， 0001-0057 「吹塵録」浄書稿本 2 5 明治20年

89205233 FKA/2/3 10 0001-0063 「吹塵録」浄書稿本 2 6 明治20年
89205234 FKA/2/3 11 0001-0087 「吹塵録」浄書稿本 2 7 明治20年

89205235 FKA/2/4 1 0001-0064 「吹塵録」浄書稿本 2 8 明治20年

89205236 FKA/2/4 2 0001-0051 「吹塵録J浄書稿本 2 9 明治20年

89205237 FKA/2/4 3 0001-0074 「吹塵録J浄書稿本 3 0 明治20年

89205238 FKA/2/4 4 0001-0049 「吹塵録」浄書稿本 3 1 明治20年

89205239 FKA/2/4 5 0001-0127 「吹塵録」浄書稿本 3 2 明治20年

89205240 FKA/2/4 6 0001-0075 「吹塵録」浄書稿本 3 3 明治20年
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史科覆書h資料番号 請求記号 検索h コ マ 資 料 名 年 代

89205241 FKA/2/4 7 0001-0092 「吹塵録」浄書稿本 3 4 明治20年

89205242 FKA/2/4 8 0001-0121 「吹塵録」浄書稿本 3 5 明治20年

96201870 FKA/2/8 11 0001-00ll 「昭徳公の霊に告ぐ漸愧書」草稿 明治21年8月20日

$JE171~2 FKA/2/1 16 0001-0004 「洗足軒の記井歌」 明治24年仲春

imEl.71~2 FKA/2/1 17 0001-0003 「洗足軒の記井歌」

89207047 FKA/2/4 
14 
0001-0003 サンフランシスコクロニクル新聞 明治27年12月28日訳

記事訳文

89207048 FKA/2/4 
15 
0001-0009 サンフランシスコクロニクル新聞 1 8 9 4年（明治27) 9月24 

記事切り抜き 日

94201697 FKA/2/5 
15 
0001-0054 「海舟日記」 1 文久2年閏8月17日～文久3年

3月16日

94201698 FKA/2/5 
16 
0001-0105 「海舟日記」 2 文久3年3月16日～同年10月

3日

94201699 FKA/2/5 
17 
0001-0llO 「海舟日記」 3 文久3年10月3日～元治元年7

月9日

94201700 FKA/2/6 
1 
0001-0111 「海舟日記」 4 元治元年7月10日～慶応元年8

月28日

94201701 FKA/2/6 
2 
0001-0141 「海舟日記」 5 慶応元年9月1日～慶応3年2月

2 5日

94201702 FKA/2/6 
3 
0001-0060 「海舟日記」 6 慶応3年1月28日～慶応4年4

月26日

94201703 FKA/2/6 
4 
0001-0109 「海舟日記」 7 慶応4年4月28日～明治2年3

月20日

94201704 FKA/2/6 
5 
0001-0108 「海舟日記」 8 明治2年3月21日～明治3年7

月24日

94201705 FKA/2/6 
6 
0001-0llO 「海舟日記」 9 明治3年10月24日～明治5年

1月5日

94201706 FKA/2/6 
7 
0001-0102 「海舟日記」 10 明治5年1月15日～明治7年l

月20日

94201707 FKA/2/6 
8 
0001-0099 「海舟日記」 11 明治7年1月21日～明治8年5

月14日

94201708 FKA/2/6 ， 0001-0099 「海舟日記」 12 明治8年5月15日～明治9年1
2月3日

94201709 FKA/2/6 
10 
0001-0101 「海舟日記」 13 明治9年12月4日～明治11年

6月10日

94201710 FKA/2/6 
11 
0001-0098 「海舟日記」 14 明治11年6月11日～明治12 

年9月23日

94201711 FKA/2/7 
1 
0001-0103 「海舟日記」 15 明治12年9月24日～明治14 

年1月31日

94201712 FKA/2/7 
2 
0001-0159 「海舟日記」16 明治14年2月1日～明治15年

1 2月31日

94201713 FKA/2/7 
3 
0001-0094 「海舟日記」 17 明治16年1月1日～明治17年

5月31日

94201714 FKA/2/7 
4 
0001-0098 「海舟日記」 18 明治17年6月1日～明治18年

1 0月9日

94201715 FKA/2/7 
5 
0001-0092 「海舟日記」 19 明治18年10月10日～明治l

9年12月31日

94201716 FKA/2/7 
6 
0001-0091 「海舟日記」 20 明治20年1月1日～明治21年

1月2日

94201717 FKA/2/7 
7 
0001-0102 「海舟日記」 21 明治21年1月1日～明治22年

4月30日

94201718 FKA/2/7 
8 
0001-0093 「海舟日記」 22 明治22年5月1日～明治23年

4月12日

94201719 FKA/2/7 ， 0001-0100 「海舟日記」 23 明治23年4月12日～明治24 
年6月30日

94201720 FKA/2/7 
10 
0001-0099 「海舟日記」 24 明治24年7月1日～明治25年

9月22日

94201721 FKA/2/7 
11 
0001-0054 「海舟日記」 25 明治25年9月24日～明治31 

年12月31日
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